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●地域の皆さんのご意見を市政へ● 地域の皆さんのご意見を市政へ　
各地区活性化懇談会ご質問と回答 （2～3）　　各地区活性化懇談会ご質問と回答　（2～3）

● ますます盛り上がっています● ますます盛り上がっています
協働のまちづくり （4～5）　　　　　　　　　協働のまちづくり　（4～5）

　７月１７日の市民登山には子どもからお年寄りまで幅広い年齢層
が参加しました。「一歩ずつみんなで一緒に登ろう」と世代をこえ
た美しい心のふれあいが山で生まれました。

頂上目指して一歩一歩登る
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東
御
市
活
性
化
懇
談
会
は
、
市

民
の
皆
さ
ん
か
ら
の
意
見
や
提
言

を
お
聞
き
し
、
市
政
に
反
映
し
て

い
こ
う
と
行
わ
れ
て
い
る
も
の
で

す
。
今
年
も
４
月　

日
〜
６
月　

２０

２１

日
に
か
け
て
そ
れ
ぞ
れ
の
地
区
公

民
館
で
開
か
れ
、
区
長
や
各
種
団

体
の
役
員
な
ど
５
地
区
合
わ
せ
て

約
３
４
０
名
の
皆
さ
ん
が
参
加
し

ま
し
た
。

　

懇
談
会
で
は
地
域
づ
く
り
の
た

め
の
意
見
や
提
言
が
数
多
く
出
さ

れ
ま
し
た
。
そ
の
一
部
を
ご
紹
介

し
ま
す
。

 
新
幹
線
御
牧
原

　
　

ト
ン
ネ
ル
湧
水

　

北
御
牧
地
区
の
両
台
地
は
水
に
苦

し
ん
だ
長
い
歴
史
が
あ
り
、
ト
ン
ネ

ル
か
ら
の
湧
水
は
大
切
な
資
源
で
あ

る
。
そ
の
後
調
査
を
実
施
し
た
と
聞

い
た
が
、
ど
の
よ
う
な
調
査
を
行
い
、

ど
の
よ
う
な
利
用
方
法
を
検
討
し
て

い
る
の
か
進
捗
状
況
の
説
明
を
お
願

い
し
た
い
。

〔
回
答
〕

　

平
成
9
年
の
北
陸
新
幹
線
の
開
通

以
降
、
御
牧
原
ト
ン
ネ
ル
の
鹿
曲
川

に
接
す
る
出
口
部
分
か
ら
、
ト
ン
ネ

ル
の
下
部
を
通
っ
た
湧
水
が
放
流
さ

れ
て
い
ま
す
。
湧
水
の
量
は
4
・
1

�
／
分
（
5
9
0
4
�
／
日
、
平
成

　

年
1
月　

日
測
定
）
で
す
。

15

15

　

こ
の
湧
水
の
有
効
利
用
が
で
き
な

い
か
と
い
う
こ
と
は
合
併
前
に
も
何

度
か
検
討
さ
れ
ま
し
た
が
、
具
体
的

な
利
用
計
画
ま
で
に
は
至
り
ま
せ
ん

で
し
た
。　

年
度
で
湧
水
の
水
質
検

１６

査
、
水
量
調
査
を
行
い
、
そ
の
水
を

有
効
活
用
す
る
計
画
案
の
作
成
を
コ

ン
サ
ル
タ
ン
ト
会
社
に
委
託
し
ま
し

た
。
北
御
牧
地
区
に
お
け
る
水
の
利

用
状
況
を
調
査
・
把
握
し
た
上
で
、

今
後
の
北
御
牧
地
区
の
人
口
及
び
水

需
要
（
水
道
、
農
業
、
工
業
）
予
測

に
よ
り
、
地
域
の
活
性
化
に
役
立
つ

利
用
方
法
や
、
そ
の
場
合
に
必
要
な

設
備
に
つ
い
て
提
案
を
受
け
ま
し
た
。

そ
の
際
、
同
じ
ト
ン
ネ
ル
内
の
湧
水

を
利
用
し
て
い
る
御
牧
原
に
あ
る
揚

水
ポ
ン
プ
設
備
（
揚
水
可
能
量
1
・

5
�
／
分
、
2
1
6
0
�
／
日
）
の

有
効
利
用
も
視
野
に
入
れ
検
討
を
行

い
ま
し
た
。

　
　

年
度
に
実
施
し
た
3
回
の
水
質

１６
検
査
の
う
ち
、
1
月　

日
に
実
施
し

27

た
検
査
で
や
や
ア
ル
カ
リ
性
が
高

か
っ
た
も
の
の
、
す
べ
て
の
調
査
項

目
が
基
準
値
以
下
で
あ
り
、
飲
料
水

と
し
て
も
適
し
て
い
る
こ
と
が
実
証

さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
を
受
け
、
本
年

度
も
引
き
続
き
水
質
検
査
を
行
っ
て

い
く
予
定
で
す
。

　

新
佐
久
市
の
発
足
に
よ
り
佐
久
市

望
月
外
一
市
水
道
企
業
団
で
は
、
水

道
事
業
の
統
廃
合
も
検
討
さ
れ
て
お

り
、
東
御
市
と
し
て
は
当
該
地
区
の

水
源
に
つ
い
て
検
討
す
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。
佐
久
市
望
月
外
一
市
水
道

企
業
団
の
給
水
計
画
区
域
の
う
ち
、

北
御
牧
地
区
で
の
給
水
人
口
は
2
6

0
0
人
、
日
最
大
給
水
量
は
1
0
2

6
�
／
日
で
あ
り
、
こ
の
部
分
を
給

水
す
る
の
に
必
要
な
水
量
は
0
・
7

�
／
分
〜
0
・
8
�
／
分
と
な
り
ま

す
。

　

こ
の
よ
う
な
条
件
を
踏
ま
え
て
、

ト
ン
ネ
ル
か
ら
放
流
さ
れ
て
い
る
湧

水
の
有
効
利
用
方
法
に
つ
い
て
は
、

佐
久
市
望
月
外
一
市
水
道
給
水
区
域

へ
の
独
自
水
源
と
し
て
の
位
置
づ
け

を
最
も
有
効
な
利
用
方
法
と
し
つ
つ

も
、
将
来
的
な
市
全
体
の
計
画
と
整

合
を
図
り
な
が
ら
検
討
し
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　

（
地
域
振
興
課
）

  
●
地
区
別
参
加
人
数

参　加　者開 催 地 区開　催　日

   81名北 御 牧 地 区４月20日（水）

   57名祢　津　地　区４月22日（金）

   64名滋　野　地　区４月26日（火）

   62名田　中　地　区４月27日（水）

   72名　和　　地　区６月21日（火）

336名合　　　　　計

質問1
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とうみ

 
新
交
通
シ
ス
テ
ム

　
　
　
　
　

の
検
討

質問2
　

千
曲
バ
ス
と
し
な
の
鉄
道
と
の
運

行
体
系
に
つ
い
て
、
特
に
高
校
生
の

送
迎
で
混
雑
す
る
通
学
通
勤
時
間
帯

で
の
対
策
の
検
討
を
お
願
い
し
た
い
。

〔
回
答
〕

　

通
勤
通
学
時
間
帯
に
各
地
域
か
ら

駅
に
向
け
バ
ス
を
運
行
さ
せ
る
こ
と

は
車
両
台
数
の
確
保
な
ど
難
し
い
面

が
あ
り
ま
す
が
、
本
年
度
の
調
査
の

中
で
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
課
題
や
意

見
を
十
分
に
聞
き
、
協
力
を
い
た
だ

き
な
が
ら
よ
り
良
い
交
通
シ
ス
テ
ム

を
構
築
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　

（
商
工
観
光
課
）

　

や
が
て
活
性
水
の
飼
料
登
録
が
許

可
さ
れ
る
と
の
話
を
聞
い
た
。
農
業

へ
の
活
用
方
法
や
Ｐ
Ｒ
に
つ
い
て
お

聞
き
し
た
い
。

〔
回
答
〕

　

活
性
水
に
つ
い
て
は
、
最
終
的
に

は
有
料
化
を
考
え
て
い
ま
す
。
整
備

計
画
に
つ
い
て
は
、
平
成　

年
で
田

１７

沢
地
区
の
処
理
施
設
に
活
性
水
施
設

を
整
備
し
、
今
後
汚
泥
の
処
分
費
な

ど
を
考
慮
し
な
が
ら　

箇
所
の
施
設

１０

を
順
次
整
備
す
る
計
画
で
す
。
農
業

集
落
排
水
処
理
施
設
は
農
水
省
の
補

助
を
受
け
て
い
る
た
め
、
基
本
的
に

農
地
に
利
用
す
る
こ
と
を
考
え
て
お

り
、
飼
料
登
録
が
７
月
に
許
可
に
な

る
と
市
外
へ
の
搬
出
も
可
能
に
な
る

 
活
性
水
の
農
業
利
用

質問3

こ
と
、
ま
た
脱
臭
効
果
な
ど
飼
料
以

外
の
利
用
方
法
も
考
え
ら
れ
る
こ
と

か
ら
、
今
後
は
農
地
へ
の
効
果
や
販

売
ル
ー
ト
、
活
用
方
法
な
ど
総
合
的

に
研
究
し
進
め
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

　
　
　
　

（
上
下
水
道
課
・
農
政
課
）

　

し
な
の
鉄
道
海
野
宿
駅
新
設
促
進

委
員
会
の
設
置
と
調
査
費
の
予
算
付

け
を
お
願
い
し
た
い
。
新
駅
で
受
益

が
見
込
ま
れ
る
区
は
広
範
囲
に
及
び
、

観
光
客
の
増
加
も
予
想
さ
れ
る
の
で

ア
ク
セ
ス
等
の
対
応
策
も
検
討
し
て

い
た
だ
き
た
い
。

〔
回
答
〕

　

先
に
公
表
さ
れ
た
「
し
な
の
鉄
道

再
生
計
画
」
は
、
し
な
の
鉄
道
が
平

成　

年
ま
で
に
累
積
赤
字
を
解
消
し

２０
自
立
を
図
る
た
め
、
車
両
更
新
や
駅

舎
整
備
な
ど
国
土
交
通
省
の
地
方
鉄

道
再
生
事
業
の
事
業
枠
を
確
保
す
る

た
め
の
計
画
で
も
あ
り
ま
す
。
こ
の

再
生
計
画
事
業
の
中
に
盛
り
込
ま
れ

ま
し
た
東
御
新
駅
に
つ
い
て
は
、
今

後
、
調
査
研
究
を
行
っ
た
う
え
で
議

論
を
深
め
、
し
な
の
鉄
道
と
調
整
を

図
っ
て
い
き
ま
す
。

　

な
お
、
新
駅
は
、
設
置
位
置
や
周

辺
か
ら
の
ア
ク
セ
ス
な
ど
事
前
に
十

分
検
討
す
べ
き
事
項
も
多
く
、
現
在

協
議
を
い
た
だ
い
て
い
る
海
野
バ
イ

パ
ス
計
画
と
も
関
連
す
る
こ
と
か
ら
、

関
係
区
の
み
な
ら
ず
広
範
な
議
論
が

必
要
で
、
こ
れ
か
ら
の
東
御
市
に

と
っ
て
極
め
て
重
要
な
課
題
で
す
の

で
、
建
設
の
是
非
は
も
と
よ
り
、
議

論
の
進
め
方
に
つ
い
て
も
関
係
す
る

皆
さ
ん
の
考
え
方
を
お
聞
き
し
な
が

ら
検
討
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　

（
商
工
観
光
課
）

　

田
中
駅
南
口
の
整
備
に
つ
い
て
、

今
後
の
整
備
計
画
や
構
想
の
説
明
を

お
願
い
し
た
い
。

〔
回
答
〕

　

田
中
駅
南
口
の
整
備
は
、
主
に
北

御
牧
地
区
か
ら
の
玄
関
口
と
し
て
機

能
を
果
た
す
こ
と
が
期
待
さ
れ
、
平

成　

年
度
か
ら
事
業
に
着
手
し
て
い

１６
ま
す
。
完
成
は
平
成　

年
度
を
め
ど

１９

に
計
画
し
て
お
り
、
取
付
道
路
、

ロ
ー
タ
リ
ー
、
自
由
通
路
を
基
本
項

目
と
し
て
計
画
し
て
い
き
ま
す
。

　

平
成　

年
度
で
は
、
関
係
区
長
、

１７

関
係
団
体
な
ど
の
皆
さ
ん
で
構
成
す

る
検
討
委
員
会
組
織
を
立
ち
上
げ
、

取
付
道
路
の
ル
ー
ト
や
ロ
ー
タ
リ
ー
、

自
由
通
路
の
設
計
に
つ
い
て
皆
さ
ん

と
一
緒
に
策
定
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。　
　
　
　

（
建
設
課
）

　

防
犯
対
策
と
し
て
、
犯
罪
の
未
然

防
止
や
起
き
た
場
合
の
対
応
な
ど
の

防
犯
対
策
教
室
を
区
単
位
で
開
催
で

き
る
体
制
を
作
っ
て
ほ
し
い
。

〔
回
答
〕

　

警
察
署
や
上
田
消
費
者
セ
ン
タ
ー

と
相
談
し
て
対
策
や
注
意
事
項
な
ど

に
つ
い
て
、
要
望
の
あ
る
区
と
調
整

を
図
り
な
が
ら
防
犯
教
室
の
開
催
を

行
い
た
い
と
考
え
ま
す
。（
市
民
課
）

　

旧
有
料
道
路
沿
い
が
ご
み
だ
ら
け

で
あ
る
が
、
子
ど
も
た
ち
の
教
育
の

た
め
に
も
関
係
市
町
村
が
対
策
を
考

え
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

〔
回
答
〕

　

こ
の
路
線
は
県
道
で
あ
る
こ
と
か

ら
関
係
す
る
県
、
上
田
市
、
真
田
町

と
も
現
場
を
確
認
し
な
が
ら
対
応
を

図
り
ま
す
。
今
年
度
は
、
５
月
連
休

前
に
市
内
ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ
事
業
と

し
て
、
職
員
に
よ
り
旧
有
料
道
路
を

は
じ
め
と
す
る
主
要
道
路
の
ご
み
拾

い
を
実
施
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
市
民
課
）

　

市
内
を
管
轄
す
る
警
察
署
が
二
つ

の
ま
ま
で
は
事
件
や
事
故
の
対
応
な

ど
に
心
配
が
あ
る
。
市
民
が
安
心
し

て
生
活
で
き
る
よ
う
に
、
東
御
市
へ

警
察
署
の
設
置
を
県
に
強
力
に
働
き

か
け
て
ほ
し
い
。

〔
回
答
〕

　

治
安
の
維
持
は
、
東
御
市
に
お
い

て
も
最
も
重
要
な
課
題
で
あ
り
、
安

心
・
安
全
な
生
活
を
送
る
た
め
に
、

多
く
の
市
民
の
皆
さ
ん
が
東
御
警
察

署
の
設
置
を
望
ん
で
い
ま
す
。

　

警
察
署
の
所
管
は
、
旧
東
部
町
区

域
が
上
田
警
察
署
、
旧
北
御
牧
村
区

域
が
望
月
警
察
署
に
分
か
れ
た
ま
ま

で
あ
り
、
市
と
し
て
は
安
心
・
安
全

な
ま
ち
づ
く
り
推
進
の
た
め
の
東
御

市
へ
の
警
察
署
の
設
置
に
つ
い
て
、

合
併
前
か
ら
の
要
望
に
続
い
て
昨
年

　

月　

日
に
県
、
県
議
会
及
び
県
警

１１

１９

察
本
部
へ
請
願
を
行
い
ま
し
た
。

　

今
年
度
に
入
っ
て
か
ら
は
、
東
御

警
察
署
設
置
を
求
め
る
市
民
会
議
の

発
足
、
活
性
化
懇
談
会
に
お
け
る
趣

意
書
の
採
択
、
市
民
の
署
名
活
動
、

東
御
警
察
署
設
置
を
求
め
る
市
民
推

進
大
会
の
開
催
と
、
関
係
す
る
皆
さ

ん
に
積
極
的
に
取
組
ん
で
い
た
だ
き

ま
し
た
。
６
月　

日
に
は
市
民
と
市

１６

内
事
業
所
に
勤
務
す
る
皆
さ
ん
２
６

０
９
３
人
の
署
名
を
添
え
て
、
県
、

県
議
会
及
び
県
警
察
本
部
へ
の
陳
情

を
行
っ
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

近
隣
市
町
村
の
合
併
に
伴
い
警
察

署
の
統
廃
合
は
現
在
の
と
こ
ろ
流
動

的
で
あ
り
、
市
と
し
て
は
今
後
も
市

民
会
議
を
は
じ
め
、
市
民
の
皆
さ
ん

や
関
係
団
体
の
ご
協
力
を
い
た
だ
き

な
が
ら
、
粘
り
強
く
要
望
を
行
っ
て

い
き
ま
す
。　
　
　
　
　

（
企
画
課
）

 
し
な
の
鉄
道
新
駅

質問4

 
田
中
駅
南
口

質問5 
防
犯
啓
発
活
動

質問6

 
不
法
投
棄

質問7 
警
察
署
設
置

質問8

▲検討がすすめられているトンネル湧水
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っっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっ
てててててててててててててててててててててててててててててててて
いいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいい
まままままままままままままままままままままままままままままままま
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くくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくく
りりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりり

ま
す
ま
す
盛
り
上
が
っ
て
い
ま
す  
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
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―
平
成　

年
度  
地
域
づ
く
り
活
動
補
助
金
事
業
の
紹
介
―

１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１７７７７７７７７７７７７７７７７７７７７７７７７７７７７７７７７１７

補　助　金　額対　　象　　経　　費種　　類

１事業につき年８０万円以内。１団
体につき年１事業とし、１事業に
つき３年間の補助が限度。

施設などの整備に要する経費のうち、原
材料費、機械などの賃借に係る費用が対
象。機械などの賃借については100分の
20に相当する額。

ハード事業補助金
（例）ミニ公園の整
備

１事業につき年８万以内。１団体
につき年１事業とし、１事業につ
き２年間の補助が限度。

ハード事業以外の地域づくり活動に要す
る費用

ソフト事業補助金
（例）地元の歴史の
編さん

◆地域づくり活動補助金とは
　市では、区や地域づくりを行う団体が、地域の活性化のために自ら考え、自ら行動を起
こす公共的な事業に対して「地域づくり活動補助金」を交付しています。
　平成１２年度（旧東部町）から始まった本補助金事業については、これまでにソフト事業９
件、ハード事業２３件の合計32事業が事業認定を受け活動を行っています。今年度について
は現在５つの事業が新たに認定され、それぞれ地域の活性化のために事業を行っています。
　この補助金は、ハード事業及びソフト事業についてそれぞれ別表に掲げる内容で補助を
行っており、特にハード事業については原材料費のみを補助対象とし、労力については実
施団体が提供することとしています。業者などに全面委託して行う事業や、市の他の補助
制度の対象となる事業（緑化推進事業など）については対象になりません。

　祢津地区では地域おこしのた

めにこれまでも桜の植樹など祢

津城山の環境整備に力を入れて

きました。今回、より多くの人

に安心して城山を訪れてもらえ

るように、西宮活性化委員会と

祢津地区活性化研究委員会が中

心となり、６月１９日に約120名

が参加して城山表登山道に擬木

による階段100段と裏登山道に

補助ロープを設置しました。

　また、中世の城山はのろし台

としても機能していたと言われ

ていることから、八重原粘土を

譲り受けて山頂にのろし台を復

活させ、北御牧地区八重原の外

山城とのろし交信を行うことに

より、両地区の住民の交流をは

かりました。

城山登山道整備事業
西宮活性化委員会  

山崎区公民館周辺広場整備事業 祢津城登山道整備事業
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公民館周辺広場整備事業
山　崎　区　

　山崎区の公民館周辺広場は、以前から区のお祭や花見など交流の場と

なっていましたが、広場へ通じる階段が急なうえに手すりがなく、最近で

は行事に参加できないお年寄りが増えてきていました。そこで、区ではお

年寄りも安心して昇り降りができるようにするため、６月７日に区民90名

が参加して階段に手すりを設置するとともに、区民のさらなる憩いの場と

なるよう、花壇の整備を行いました。

菖蒲沢鯉のぼり設置設備整備事業
御牧原北部区　

　北部区にある菖蒲沢住宅団地内の公園は、以前から区民の憩いの場とし

て利用されていました。今回、区の子どもたちに夢を与え、誰もがくつろ

げる交流の場にするために、公園の両端に設置されている使われていない

電柱に鯉のぼりを巻き上げるための設備を設置し、住民から家庭で使われ

なくなった鯉のぼりを集め、毎年こどもの日の前後に鯉のぼりをあげられ

るようにしました。

蝶と花の里づくり事業
芸術むら区　

　芸術むら区内にある大工池周辺にはあずま屋やベンチなどが整備されて

おり、住民の憩いの場となっています。今回、さらに大工池の周辺にオオ

ムラサキなどのエサとなる食樹や草花を植え、区の親子などを対象に観察

会を行い区民の交流を行うとともに、希少動物の保護などを通じ自然の大

切さを学べる場とするため、整備を行いました。

 
そ
の
他

　

継
続
事
業
等
の
ご
紹
介

　

こ
れ
ら
の
事

業
の
ほ
か
、
前

年
度
ま
で
の
継

続
事
業
と
し
て
、

不
動
公
園
マ
レ

ッ
ト
ゴ
ル
フ
場

の
整
備
、
オ
オ

ル
リ
シ
ジ
ミ
保

護
活
動
、
遊
休

荒
廃
地
活
性
化

と
し
て
の
マ
コ

モ
栽
培
事
業
が

本
年
も
引
き
続

き
行
わ
れ
て
お

り
、
新
規
事
業

と
し
て
出
場
区

活
性
化
委
員
会

の
「
東
御
市
の

へ
そ
宣
言
」
事

業
が
計
画
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

な
お
、
こ
の
地
域
づ
く
り
活
動
補
助
金
制
度
は
、
地
域

づ
く
り
や
地
域
活
性
化
に
有
効
で
あ
り
、
実
績
も
あ
が
っ

て
い
る
こ
と
か
ら
、
制
度
の
見
直
し
を
し
て
来
年
度
以
降

も
継
続
し
て
い
く
予
定
で
す
。
計
画
の
あ
る
区
や
団
体
の

皆
さ
ん
は
、
ま
ず
は
市
役
所
企
画
課
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

　

企
画
課　

企
画
調
整
係　

�　

―
５
８
９
３

６４

マコモ栽培事業 オオルリシジミ保護活動 不動公園マレットゴルフ場
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６
月　

日
か
ら
７
月
１
日
の

２３

日
程
で
、
市
長
を
団
長
と
し
た

総
勢　

人
の
マ
ド
ラ
ス
市
親
善

１７

訪
問
団
の
皆
さ
ん
が
ア
メ
リ
カ

合
衆
国
を
訪
れ
ま
し
た
。

　

今
回
の
訪
問
は
、
昨
年　

月
１２

１
日
に
オ
レ
ゴ
ン
州
の
マ
ド
ラ

ス
市
と
姉
妹
都
市
提
携
が
決
定

し
た
こ
と
を
受
け
、
こ
の
提
携

の
正
式
調
印
と
相
互
親
善
を
目

的
に
行
わ
れ
た
も
の
で
す
。

　

６
月　

日
に
は
マ
ド
ラ
ス
市

２４

役
所
を
訪
問
し
、
マ
ド
ラ
ス
市

の
リ
ッ
ク
・
ア
レ
ン
市
長
を
は

じ
め
議
会
議
長
、
姉
妹
都
市
友

好
協
会
長
、
警
察
署
長
そ
の
他

大
勢
の
皆
さ
ん
の
熱
烈
な
歓
迎

を
受
け
ま
し
た
。

　

両
市
紹
介
の
後
行
わ
れ
た
調

印
式
で
は
、
土
屋
市
長
と
ア
レ

ン
市
長
が
協
定
書
に
署
名
し
て

取
り
交
わ
し
が
な
さ
れ
、
東
御

市
と
マ
ド
ラ
ス
市
が
姉
妹
都
市

と
し
て
新
た
な
ス
タ
ー
ト
を
切

り
ま
し
た
。

　

調
印
式
の
終
了
後
、
訪
問
団

は
マ
ド
ラ
ス
高
校
、
高
齢
者
福

祉
施
設
、
工
業
団
地
な
ど
を
視

察
し
、
歓
迎
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
で

は
意
見
交
換
を
行
う
な
ど
有
意

義
な
交
流
を
行
い
ま
し
た
。

　

マ
ド
ラ
ス
市
の
受
け
入
れ
態

勢
は
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
な
ど
で
充

実
し
て
お
り
、
東
御
市
に
お
い

て
も
今
後
の
各
交
流
事
業
に
向

け
な
お
一
層
の
受
入
れ
体
制
の

充
実
を
図
っ
て
参
り
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

マ
ド
ラ
ス
市
姉
妹
都
市
親
善
訪
問
団
が
渡
米

姉
妹
都
市
協
定
書
の
調
印
な
る

▲調印式のもよう▲マドラス高校を視察

今
後
の
交
流
事
業
に
つ
い
て

□
マ
ド
ラ
ス
市
交
流
団
の
東
御
市
訪
問

　
　

９
月
の
巨
峰
の
王
国
ま
つ
り
に
マ

ド
ラ
ス
市
長
ら
に
よ
る
訪
日
を
予
定

□
東
御
市
の
高
校
生
に
よ
る
マ
ド
ラ
ス

市
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
事
業

　
　

平
成　

年
３
月
に
高
校
生
に
よ
る

１８

マ
ド
ラ
ス
市
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
を
実
施

す
る
予
定
で
す
。
こ
の
事
業
は
、
東

御
市
ア
メ
リ
カ
友
好
協
会
（
事
務
局

生
涯
学
習
課
）
が
中
心
と
な
っ
て
行

い
ま
す
。

□
双
方
の
交
流
団
体
に
よ
る
文
通
、
小

学
生
・
保
育
園
児
の
絵
画
交
換
な
ど

も
予
定
し
て
い
ま
す
。
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N
O
宣
言
が
採
択
さ
れ
ま
し

た
。
今
後
こ
の
協
議
会
は
、

他
地
区
の
協
議
会
や
青
少
年

育
成
市
民
会
議
と
連
携
し
な

が
ら
青
少
年
健
全
育
成
の
た

め
の
活
動
を
し
て
い
き
ま
す
。

　

総
会
終
了
後
に
は
、
丸
子

北
中
学
校
教
頭
の 
小  
室  
邦  
夫 

こ 

む
ろ 
く
に 

お

さ
ん
に
よ
る
「
地
域
ぐ
る
み

の
青
少
年
の
育
成
に
つ
い

て
」
と
題
さ
れ
た
講
演
会
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

小
室
さ
ん
は
総
合
学
習
の

時
間
を
活
用
し
て
生
徒
と
地

域
住
民
と
が
共
に
学
ぶ
取
り

組
み
を
実
施
し
て
お
り
、
映

像
や
体
験
談
を
交
え
な
が
ら

「
生
徒
は
学
校
だ
け
で
は
育

て
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

地
域
の
皆
さ
ん
と
と
も
に
教

科
書
に
は
な
い
こ
と
を
学
ぶ

こ
と
で
、
生
徒
た
ち
は
よ
り

大
き
く
成
長
で
き
ま
す
。」と

話
し
ま
し
た
。

　

参
加
者
は
小
室
さ
ん
の
熱

意
を
感
じ
な
が
ら
、
今
後
の

活
動
に
生
か
そ
う
と
熱
心
に

聞
い
て
い
ま
し
た
。

　

６
・
７
月
の
２
か
月
間
で
滋
野

地
区
の
全
区
と
北
御
牧
地
区
の
半

数
の
地
区
に
お
い
て
人
権
啓
発
学

習
会
が
行
わ
れ
、
全
体
で
４
２
０

人
の
皆
さ
ん
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

人
権
同
和
教
育
指
導
委
員
が

日
々
の
慣
習
の
中
に
ひ
そ
む
差
別

な
ど
気
づ
か
な
い
う
ち
に
人
権
侵

害
を
し
て
い
る
例
や
、
社
会
的
に

公
然
と
人
権
侵
害
が
行
わ
れ
た
事

件
を
解
説
。
ハ
ン
セ
ン
病
患
者
へ

の
人
権
侵
害
を
記
録
し
た
映
像
を

参
考
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
人
権
意
識

や
人
権
を
擁
護
す
る
方
法
に
つ
い

て
学
習
し
ま
し
た
。
参
加
者
は
身

近
な
例
な
ど
も
紹
介
し
あ
い
、
話

し
合
い
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

北
御
牧
地
区
子
ど
も
会

　

育
成
連
絡
協
議
会
設
立
総
会

滋
野
・
北
御
牧
で

　
　

人
権
啓
発
学
習
会

市
全
体
の
育
成
活
動
に
も
弾
み

等
が
集
ま
り
盛
大
な
パ
ー
テ
ィ
ー

と
な
り
ま
し
た
。
こ
の
中
で
英
語

で
あ
い
さ
つ
を
す
る
こ
と
に
な
り
、

果
た
し
て
通
じ
た
の
か
ど
う
か
と

て
も
不
安
な
気
持
ち
で
し
た
。
今

さ
ら
な
が
ら
英
語
力
の
な
さ
を
嘆

い
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

翌
日
は
ア
レ
ン
市
長
を
先
頭
に

観
光
案
内
を
し
て
い
た
だ
き
、
ダ

ム
を
見
学
。
そ
こ
で
警
察
の
モ
ー

タ
ー
ボ
ー
ト
に
乗
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
ダ
ム
と
言
っ
て
も
幅
数

百
メ
ー
ト
ル
延
長
が　

キ
ロ
に
も

５０

及
ぶ
広
大
な
も
の
で
、
た
だ
た
だ

ア
メ
リ
カ
の
大
き
さ
を
実
感
し
ま

し
た
。
ま
た
、
ポ
ー
ト
ラ
ン
ド
へ

の
帰
路
、
年
に
一
度
の
イ
ン
デ
ィ

ア
ン
の
皆
さ
ん
の
お
祭
り
に
遭
遇

し
、
そ
こ
へ
も
立
ち
寄
り
、
酋
長

と
あ
い
さ
つ
を
交
わ
す
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

　

ア
レ
ン
市
長
は
年
齢　

歳
の
独

４７

身
で
、
国
外
に
は
出
た
こ
と
が
な

い
と
の
こ
と
。
東
御
市
に
こ
ら
れ

た
ら
市
民
の
皆
さ
ん
と
と
も
に
心

か
ら
の
歓
迎
を
し
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

　

ア
メ
リ
カ
の
オ
レ
ゴ
ン
州
に
あ

る
マ
ド
ラ
ス
市
と
の
姉
妹
都
市
協

定
締
結
の
た
め
友
好
親
善
訪
問
団

を
結
成
し
渡
米
し
ま
し
た
。

　

成
田
か
ら
ポ
ー
ト
ラ
ン
ド
ま
で

機
内
で
十
数
時
間
、
空
港
が
見
え

た
と
き
は
長
旅
の
疲
れ
も
消
え
て

い
ま
し
た
。
ポ
ー
ト
ラ
ン
ド
で
一

泊
し
、
バ
ス
で
数
時
間
、
途
中
広

大
な
イ
ン
デ
ィ
ア
ン
居
留
地
を
通

過
し
目
的
地
マ
ド
ラ
ス
へ
到
着
。

市
長
の
リ
ッ
ク
・
ア
レ
ン
さ
ん
、

友
好
協
会
の
コ
ー
テ
ィ
ン
夫
妻
は

じ
め
関
係
者
の
歓
迎
を
受
け
た
あ

と
、
協
定
書
の
署
名
交
換
を
し
、

所
期
の
目
的
を
達
成
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

　

夕
刻
、
市
長
の
自
宅
で
ガ
ー
デ

ン
パ
ー
テ
ィ
ー
に
招
か
れ
、
友
好

協
会
の
皆
さ
ん
や
、
議
員
ご
夫
妻 №12

　

６
月　

日
、
北
御
牧
公
民

３０

館
講
堂
に
お
い
て
、
北
御
牧

地
区
子
ど
も
会
連
絡
協
議
会

設
立
総
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
協
議
会
は
、
昨
年　

月
１２

か
ら
準
備
を
開
始
し
て
役
員

会
な
ど
を
経
て
設
立
と
な
り

ま
し
た
。

　

こ
の
日
は
各
区
の
育
成
会

長
な
ど
約
１
５
０
人
が
出
席

し
、
は
じ
め
に
山
浦
康
紀
会

長
が
「
現
代
社
会
は
、
青
少

年
の
健
全
育
成
に
と
っ
て
不

安
な
要
因
が
絶
え
な
い
状
況

に
あ
り
ま
す
。
私
た
ち
の
活

動
の
輪
を
、
北
御
牧
地
区
全

体
の
大
き
な
輪
に
し
て
い
き

ま
し
ょ
う
」
と
あ
い
さ
つ
し

ま
し
た
。
続
い
て
各
議
案
が

承
認
さ
れ
、
ま
た
有
害
環
境

各
区
で
議
論
交
わ
さ
れ
る

▲

大
石
区

▲

羽
毛
山
区
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子
育
て
へ
の

　
  
不
安
と
思
い
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市
の
検
診
に
感
謝

　

こ
こ
数
年
の
ニ
ュ
ー
ス
で
は
、

未
成
年
の
犯
罪
、
未
成
年
を
狙
っ

た
犯
罪
が
毎
日
の
よ
う
に
報
道
さ

れ
て
い
ま
す
。
自
分
の
子
ど
も
が

被
害
者
に
な
る
か
も
し
れ
な
い
し
、

加
害
者
に
な
る
か
も
し
れ
な
い
と

思
う
と
不
安
で
た
ま
り
ま
せ
ん
。

昔
で
は
当
た
り
前
だ
っ
た
道
草
も

出
来
な
い
社
会
に
な
っ
て
し
ま
っ

た
こ
と
を
と
て
も
悲
し
く
思
い
ま

す
。
今
の
子
ど
も
た
ち
の
必
需
品

は
携
帯
電
話
と
防
犯
ベ
ル
、
そ
し

て
パ
ソ
コ
ン
。
何
が
ど
う
変
わ
っ

て
し
ま
っ
た
の
か
…
。
人
の
心
の

温
か
さ
は
ど
こ
へ
行
っ
て
し
ま
っ

た
の
か
…
。
こ
ん
な
社
会
の
中
で

上
手
な
子
育
て
が
出
来
る
の
か
と

て
も
不
安
で
す
。

　

今
は
、
夢
中
で
子
育
て
を
し
て

い
ま
す
が
、
そ
の
結
果
は
子
ど
も

た
ち
が
大
き
く
な
っ
て
み
な
い
と

わ
か
り
ま
せ
ん
。
だ
か
ら
、
今
は

出
来
る
限
り
の
こ
と
を
し
て
あ
げ

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
幸
い
に

も
東
御
市
は
子
育
て
支
援
に
と
て

も
力
を
入
れ
て
く
れ
て
い
る
の
で
、

大
い
に
利
用
し
よ
う
と
思
っ
て
い

ま
す
。

　

私
の
家
庭
で
は
、
子
ど
も
が
３

歳
に
な
っ
た
の
を
期
に
玄
関
の
掃

除
を
し
て
も
ら
う
こ
と
に
し
ま
し

た
。
上
手
に
は
出
来
な
い
け
れ
ど
、

自
分
が
や
る
と
い
う
責
任
感
を

も
っ
て
も
ら
え
れ
ば
良
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
料
理
も
手

伝
っ
て
も
ら
い
ま
す
。
中
で
も

シ
ュ
ウ
マ
イ
作
り
は
と
て
も
上
手

で
す
。
そ
れ
を
見
て
い
る
妹
は
興

味
津
津
で
す
！

　

私
な
り
の
子
育
て
し
か
で
き
ま

せ
ん
が
、
ま
わ
り
の
大
人
や
社
会

が
正
し
い
道
へ
子
ど
も
た
ち
を
導

い
て
い
け
た
ら
と
思
い
ま
す
。
将

来
は
不
安
だ
ら
け
で
す
が
、
精
一

杯
の
愛
情
で
子
ど
も
た
ち
を
育
て

て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
上
原
泉
）

　

先
日
、
市
の
健
康
健
康
診
査
を

受
け
ま
し
た
。

　

今
ま
で
の
検
診
に
、
医
師
診
察
、

骨
検
診
、
前
立
腺
が
ん
検
査
、
肺

が
ん
ら
せ
ん
C
T
が
新
た
に
加
え

ら
れ
、
胃
検
診
も
同
時
に
受
け
ら

れ
る
様
に
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
時
間
差
受
付
に
よ
り
、

あ
ま
り
待
た
ず
に
二
時
間
余
で
終

了
し
ま
し
た
。

　

保
健
係
の
職
員
と
地
区
健
康
管

理
委
員
の
皆
様
の
取
り
く
み
に
感

謝
す
る
と
同
時
に
、
自
分
の
日
常

の
生
活
と
健
康
に
対
す
る
意
識
の

低
さ
を
反
省
し
な
が
ら
、
帰
路
に

つ
き
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
一
市
民
）

　

新
体
制
の
各
種
健
（
検
）
診
は
、

受
検
さ
れ
る
市
民
の
皆
さ
ん
を
は

じ
め
、
担
当
す
る
職
員
も
初
め
て

の
こ
と
で
予
期
し
な
い
出
来
事
も

あ
り
大
変
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま

し
た
。
お
褒
め
の
言
葉
や
改
善
点

な
ど
市
民
の
皆
さ
ん
の
ご
意
見
を

真
摯
に
受
け
止
め
、
今
後
の
事
業

に
生
か
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
今

後
も
皆
さ
ん
の
健
康
づ
く
り
に
市

の
各
種
健
（
検
）
診
を
お
役
立
て

く
だ
さ
い
。
健
康
保
健
課
保
健
係

　

わ
た
し
た
ち
は
、
生
ま
れ
て
こ
の

か
た
無
意
識
の
う
ち
に
、
プ
ラ
ス
や

マ
イ
ナ
ス
の
意
識
の
刷
り
込
み
を
受

け
て
き
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
そ
れ

ら
の
刷
り
込
ま
れ
た
も
の
を
な
ん
と

は
な
し
に
使
っ
て
い
ま
す
。

　

例
え
ば
、
女
性
に
対
す
る
マ
イ
ナ

ス
の
刷
り
込
み
で
あ
る
女
性
蔑
視
や

差
別
、
障
害
を
抱
え
て
い
る
人
に
対

す
る
偏
見
や
差
別
、
在
日
の
外
国
の

人
に
対
す
る
偏
見
や
差
別
な
ど
を
考

え
て
み
て
く
だ
さ
い
。
特
に
、
被
差

別
部
落
（
以
後
「
部
落
」
と
表
記
）

に
対
す
る
マ
イ
ナ
ス
の
刷
り
込
み
は
、

明
治
２
年
以
降
意
図
的
と
い
え
る
ぐ

ら
い
、
部
落
に
警
戒
の
ま
な
ざ
し
を

向
け
て
新
た
な
部
落
差
別
を
作
り
出

し
て
い
っ
た
と
い
っ
て
も
過
言
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。

　

「
解
放
令
」に
よ
っ
て
生
活
の
基
盤

を
お
び
や
か
さ
れ
、
経
済
的
に
疲
弊

し
て
苦
し
ん
で
い
る
人
た
ち
が
、
文

明
開
化
の
様
々
な
政
策
を
受
け
入
れ

る
に
は
あ
ま
り
に
も
リ
ス
ク
を
伴
う

実
情
が
あ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

そ
れ
を
無
視
し
て
「
立
ち
遅
れ
た
る

部
落
」
の
認
識
を
も
ち
差
別
の
ま
な

ざ
し
を
向
け
て
き
ま
し
た
。

「
国
民
皆
学
と
し
て
の
学
制
」
に
対

し
て
、
月
謝
を
払
う
困
難
な
状
況
の

把
握
な
し
に
「
学
校
へ
や
ら
な
い
人

た
ち
」
と
い
う
言
い
方
で
偏
見
差
別

を
あ
び
せ
、
コ
レ
ラ
の
蔓
延
や
そ
の

後
の
ト
ラ
ホ
ー
ム
の
流
行
に
も
、
部

落
を
標
的
に
「
衛
生
観
念
に
欠
け
る

人
た
ち
」
と
い
う
言
い
方
で
差
別
し

て
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
優
生
思
想
に
よ
り
ら
い
病

（
現
ハ
ン
セ
ン
病
）
の
徹
底
隔
離
政

策
で
も
部
落
に
ら
い
患
者
が
多
い
と

嘘
を
言
い
、
ら
い
患
者
調
べ
を
口
実

に
部
落
調
査
を
し
た
形
跡
も
見
ら
れ

る
な
ど
、
江
戸
時
代
と
は
異
な
っ
た

部
落
へ
の
差
別
意
識
を
作
り
あ
げ
て

き
ま
し
た
。

　

わ
が
国
初
の
戸
籍
（
壬
申
戸
籍
）

で
も
、
戸
主
の
肩
書
に
華
族
・
士
族
・

平
民
・
賤
民
と
し
て
の
呼
称
な
ど
を

表
記
し
た
り
閲
覧
可
能
に
し
ま
し
た
。

　

部
落
差
別
は
こ
の
よ
う
な
マ
イ
ナ

ス
の
刷
り
込
み
を
も
と
に
起
き
て
い

ま
す
。
わ
た
し
た
ち
は
、
一
刻
も
早

く
こ
の
よ
う
な
差
別
を
な
く
す
社
会

の
実
現
に
、
一
人
ひ
と
り
が
自
覚
を

も
っ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。
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とうみ

誕生日おめでとう！（8 月生まれ）

 安  原  萌  夏 ・ 遼 夏   ちゃん
やす はら もえ か はる か

（1歳、H16.8.4生）（大石）
　絵本が大好きな萌ちゃん。

お歌が大好きな遼ちゃん。

好き嫌いなくたくさん食べ

て大きくなったね。ママの

苦労は２倍だけど、楽しさ

やうれしさは４倍だよ！２

人仲良くやさしい子に育っ

てほしいな。

 関  本  紗  有 椰   ちゃん
せき もと さ あ や

　　　　　　　（城ノ前）
（2歳、H15.8.4生）

　とっても元気な紗有

ちゃん。そんな紗有

ちゃんを見ていると小

さな悩みや心配が吹き

飛びます。いつもあり

がとう。これからもよ

ろしくね。

 渡  辺  綾 夏   ちゃん（栗林）
わた なべ あや か

（2歳、H15.8.21生）
　いつも元気印で家族を和

ませてくれる綾ちゃん。お

話しも上手になったね。も

うすぐ２歳！ますますパ

ワーアップの綾ちゃんだけ

ど、いたずらはほどほどに

ね。

 新  津  章 翔   くん（東町）
にい つ あき と

（2歳、H15.8.29生）
　毎日、笑顔のたえない
章翔くん。アンパンマン
とトイ･ストーリーが大
好きです。最近言葉も覚
え始めみんなを笑わせて
くれます。みんなに囲ま
れて幸せな章ちゃん。元
気いーっぱいに育ってね。
２歳の誕生日おめでとう。

 向  井  葉 月   ちゃん
むか い は づき

　　　　　　（新屋）

（3歳、H14.8.5生）

　お姉ちゃんお兄

ちゃんと一緒になっ

て遊んだり勉強した

りと毎日元気でタフ

な葉月ちゃん。この

夏、いっぱい遊ぼう

ね。

 堀  内  一 志   くん（日向が丘）
ほり うち かず し

（3歳、H14.8.17生）
　おしゃべりで甘えんの
一志。「笑顔がいいね！」
って誰からも言われるね。
お父さんもお母さんも一
志の笑顔大好きです。こ
れからも一志を大切にし
てくれるじじやばば、周
りのみんなにいい笑顔を
みせられる一志でいて
ね！

 林 
はやし

　 長 大   くん（本海野）
たけ と

（3歳、H14.8.31生）

　お誕生日おめでとう。パ

パとママは長ちゃんの笑顔

にいつもはげまされて、た

くさんのパワーをもらって

いるヨ。ありがとう。才能

に長けた心の大きな男の子

に成長してくださいね。

�

�

�

�

�������������

�������������

�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�

☆募集します!!☆
（対象者９月生まれの３歳まで）

　写真・住所・氏名・ＴＥＬ・

コメントを添えて企画課までお

送りください。

　締め切りは、８月１１日（木）必

着。
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市
内
八
園
の
保
育
園
で
は
、
今
年

度
は
じ
め
て
の
保
育
参
観
日
が
６
月

４
日
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

中
央
保
育
園
で
は
、
例
年
通
り
各

地
区
に
分
か
れ
て
園
の
周
り
の
草
刈

り
、
園
舎
の
窓
拭
き
、
Ｕ
字
溝
の
砂

上
げ
、
砂
場
の
固
ま
っ
た
土
お
こ
し
、

ま
た
花
の
苗
植
え
な
ど
の
作
業
を
し

て
い
た
だ
き
、
そ
の
後
に
参
観
と
な

り
ま
し
た
。
お
家
の
方
が
来
て
く
だ

さ
り
、
い
つ
も
と
ち
が
っ
た
表
情
の

子
も
み
ら
れ
ま
し
た
が
、
み
ん
な
と

て
も
う
れ
し
そ
う
で
し
た
。
内
容
は

各
ク
ラ
ス
で
の
朝
の
活
動
（
お
は
よ

う
の
あ
い
さ
つ
、
出
席
点
呼
、
当
番

活
動
）
を
見
て
い
た
だ
い
て
か
ら
、

親
子
で
体
操
や
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
を

し
、
オ
リ
エ
ン
テ
ー
リ
ン
グ
を
し
て

遊
び
ま
し
た
。
暑
い
天
気
も
な
ん
の

そ
の
、
広
い
園
庭
や
リ
ズ
ム
室
、
廊

下
、
各
ク
ラ
ス
を
フ
ル
に
使
っ
て
そ

れ
ぞ
れ
の
ポ
イ
ン
ト
を
集
め
な
が
ら
、

親
子
で
ふ
れ
あ
っ
た
り
、
考
え
た
り
、

力
を
あ
わ
せ
た
り
と
、
子
ど
も
た
ち

は
ニ
コ
ニ
コ
笑
顔
を
た
く
さ
ん
見
せ

て
い
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
お
家
で
作
っ
て
き
て
い

た
だ
い
た
竹
馬
（
５
、
４
歳
児
）、

缶
ぽ
っ
く
り
（
年
少
、
未
満
児
）
に

挑
戦
し
て
遊
び
ま
し
た
。
経
験
の
あ

る
年
長
児
は
足
台
が
よ
り
高
く
な
り
、

こ
れ
か
ら
運
動
会
を
め
ざ
し
て
自
分

で
乗
っ
て
歩
け
る
よ
う
に
少
し
ず
つ

練
習
し
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、
給
食

を
食
べ
な
が
ら
の
懇
談
会
で
は
、
い

ろ
い
ろ
な
情
報
交
換
が
さ
れ
、
な
ご

や
か
な
雰
囲
気
の
な
か
で
参
観
が
終

わ
り
ま
し
た
。
朝
か
ら
盛
り
だ
く
さ

ん
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
で
し
た
が
、
み

ん
な
で
楽
し
め
た
参
観
日
だ
っ
た
と

思
い
ま
す
。

　

お
家
の
方
よ
り
「
普
段
の
生
活
が

見
れ
て
よ
か
っ
た
」
「
内
容
の
濃
い

充
実
し
た
一
日
だ
っ
た
」
「
普
段
仕

事
が
忙
し
く
一
緒
に
遊
ん
だ
り
す
る

こ
と
が
少
な
い
の
で
親
子
の
コ
ミ

ニ
ュ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
と
れ
て
大
満
足

だ
っ
た
」
な
ど
の
感
想
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。
私
た
ち
は
、
お
家
の
方
と

の
連
携
を
大
切
に
し
な
が
ら
保
育
を

行
っ
て
い
ま
す
。

▲竹馬に乗ったよ！高い高い！

　

ぼ
く
は
、
児
童
会
長
に
な
っ
て
、

「
感
謝
の
気
持
ち
あ
ふ
れ
る
学
校
」

を
大
目
標
に
、
児
童
会
を
進
め
て
い

ま
す
。
今
ま
で
に
、
お
世
話
に
な
っ

た
方
、
給
食
の
先
生
へ
の
あ
り
が
と

う
カ
ー
ド
や
、
公
民
館
を
キ
レ
イ
に

す
る
地
区
清
掃
を
行
っ
て
、
全
校
の

み
ん
な
は
、
だ
ん
だ
ん
感
謝
の
気
持

ち
を
表
せ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し

た
。
こ
れ
か
ら
も
い
ろ
い
ろ
な
活
動

を
し
て
、「
感
謝
の
気
持
ち
あ
ふ
れ

る
学
校
」
に
し
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

　

前
の
晩
、「
明
日
は
音
楽
会
だ
」
と

思
う
と
、
自
信
を
持
っ
て
で
き
る
か

な
と
い
う
不
安
も
あ
っ
た
け
ど
、
う

ま
く
や
っ
て
や
る
ぞ
と
い
う
ワ
ク
ワ

年
は
団
体
で
北
信
越
大
会
、
全
国
大

会
へ
出
場
す
る
こ
と
が
目
標
で
す
。

こ
の
目
標
に
向
か
っ
て
、
部
員
一
丸

と
な
っ
て
さ
ら
に
稽
古
に
励
み
た
い

と
思
い
ま
す
。

　

私
達
は
今
ま
で
、
た
く
さ
ん
人
権

学
習
を
し
て
き
ま
し
た
。
で
も
、
ま

だ
差
別
が
な
く
な
ら
な
い
の
は
何
故

だ
ろ
う
と
不
思
議
に
思
い
ま
す
。

 
児
童
会
長
に
な
っ
て

　
　

滋
野
小
学
校

六
年　
 
小  
川  
原  
達 
也
   
　

お 

が
わ 

ら 

た
つ 

や

（
別
府
）

　

僕
た
ち
柔
道
部
員
（
男
子　

名
、

１６

女
子
２
名
の
計　

名
）
は
、
東
御
市

１８

東
部
柔
道
教
室
の
上
原
先
生
、
丸
山

先
生
は
じ
め
、
多
く
の
先
生
方
の
ご

指
導
の
下
、
日
々
全
国
大
会
出
場
を

め
ざ
し
て
厳
し
い
稽
古
を
し
て
い
ま

す
。
級
別
に
昨
年
度
は
３
名
、
一
昨

年
度
は
１
名
の
部
員
が
、
長
野
県
大

会
個
人
戦
で
優
勝
し
て
全
国
大
会
へ

出
場
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
今

 
柔
道
部
の
活
動

　
　

東
部
中
学
校

主
将  
三
年   
宮  
森 　
 
勇 
綺
   
　

み
や 
も
り 

ゆ
う 

き

（
常
田
）

「
人
間
だ
か
ら
仕
方
な
い
」
と
、
思

う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

し
か
し
、
仕
方
な
い
で
終
わ
ら
せ

て
い
た
ら
何
の
解
決
に
も
な
り
ま
せ

ん
。
い
じ
め
や
差
別
を
し
て
い
る
人

を
見
て
も
、「
私
に
は
関
係
な
い
」
と

い
う
考
え
方
で
は
い
け
な
い
と
思
い

ま
す
。「
や
め
な
よ
」と
い
う
小
さ
な

勇
気
で
、
差
別
解
決
へ
の
大
き
な
一

歩
を
踏
み
出
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

そ
れ
に
は
ま
ず
、
身
近
に
い
る
友
達

を
大
切
に
す
る
こ
と
か
ら
始
め
て
い

き
た
い
で
す
。

ク
す
る
気
持
ち
の
方
が
い
っ
ぱ
い
で

し
た
。

　

僕
た
ち
六
年
生
に
と
っ
て
は
最
後

の
音
楽
会
で
し
た
。
だ
か
ら
毎
日
一

生
懸
命
練
習
を
し
ま
し
た
。
本
番
で

は
僕
た
ち
の
『
ウ
ィ
ア
ー
ザ
ワ
ー
ル

ド
』と『
剣

の
舞
』
が

ホ
ー
ル
に

響
き
ま
し

た
。

　

み
ん
な

の
心
が
一

つ
に
な
っ

て
、
い
い

演
奏
が
で

き
て
良
か

っ
た
で
す
。

 
最
後
の
音
楽
会

　
　

滋
野
小
学
校

六
年　
 
黒  
木 　
 
伸 
秀
   
　

く
ろ 

き 

の
ぶ 
ひ
で

（
大
石
）

 
前
期
人
権
同
和
学
習

　
　
   
で
学
ん
だ
こ
と

　
　
　

東
部
中
学
校

二
年　
 
竹  
内 　
 
桃 
子
   
　

た
け 
う
ち 

も
も 

こ

（
新
屋
）
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とうみ

　

７
月
４
日
、
５
月
で
保
護
司
を
退

任
し
た
土
屋
國
太
郎
さ
ん
（
大
石
）

が
市
長
を
訪
れ
、
法
務
大
臣
か
ら
感

謝
状
が
贈
ら
れ
た
こ
と
を
報
告
さ
れ

ま
し
た
。
保
護
司
と
は
、
保
護
司
法

に
基
づ
き
法
務
大
臣
か
ら
委
嘱
さ
れ

た
原
則
無
給
・
非
常
勤
の
国
家
公
務

員
で
、
保
護
観
察
を
受
け
て
い
る
人

の
立
ち
直
り
に
必
要
な
指
導
や
家
族

関
係
、
就
学
・
就
職
な
ど
に
つ
い
て

の
支
援
を
す
る
な
ど
地
域
社
会
に
重

要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
方
々
で

す
。
東
御
市
で
は
、
現
在　

名
の
保

１４

護
司
の
皆
さ
ん
が
活
動
し
て
い
ま
す
。

　

土
屋
さ
ん
は
、
昭
和　

年
５
月
に

６０

保
護
司
と
し
て
着
任
。
以
来　

年
間

２０

に
わ
た
っ
て
活
動
に
力
を
注
ぎ
、
こ

の
５
月
に
定
年
に
よ
り
退
任
し
ま
し

た
。
そ
の
活
躍
と
長
年
の
労
苦
に
対

し
、
今
回
南
野
法
務
大
臣
か
ら
感
謝

状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

土
屋
さ
ん
は
「　

年
間
、
多
く
の

２０

様
々
な
事
情
を
抱
え
た
人
た
ち
と
出

会
い
ま
し
た
。
な
か
に
は　

年
間

２０

ず
っ
と
支
援
を
し
て
き
た
方
も
い
ま

す
。
保
護
司
と
は
息
の
長
い
仕
事
で

す
。」と
振
り
返
り
ま
す
。
保
護
司
の

仕
事
に
つ
い
て
は
「
自
分
だ
け
が
力

を
入
れ
て
い
て
も
状
態
は
改
善
し
な

い
と
き
も
あ
り
ま
す
。
時
に
は
叱
っ

た
り
、
時
に
は
褒
め
た
り
、
本
人
の

意
欲
を
い
か
に
引
き
出
す
か
ー
そ
の

こ
と
を
ず
っ
と
考
え
、
悩
み
な
が
ら

活
動
し
て
き
ま
し
た
。」と
そ
の
難
し

さ
に
つ
い
て
語
り
ま
し
た
。

　
　

年
間
の
活
動
の
感
想
と
し
て

２０
「
親
身
に
な
っ
て
お
付
き
合
い
さ
せ

て
い
た
だ
き
、
切
な
い
思
い
も
数
え

切
れ
な
い
ほ
ど
し
ま
し
た
が
、
本
人

や
家
族
か
ら
『
あ
り
が
と
う
』
と
言

わ
れ
た
と
き
の
う
れ
し

さ
は
こ
の
上
な
い
も
の

で
し
た
。
こ
の　

年
地

２０

域
社
会
に
貢
献
す
る
こ

と
が
で
き
本
当
に
う
れ

し
い
で
す
」
と
万
感
の

思
い
を
込
め
な
が
ら
話

し
て
い
ま
し
た
。

  
保
護
司
の
活
動
を　

年
２０

　
　
　
　

―
法
務
大
臣
か
ら
感
謝
状

　　 清 　 水 　 俊 　範   さん（29歳、東上田）
し みず とし のり

勤務先：オルガンテクニクス㈱
・今の仕事のやりがいは……主に検査用の針などを製造する仕

事をしています。若手に教えることも増えて責任を感じる
反面、自分の持っている知識や技術を若手が吸収してくれ
ることがやりがいです。将来は慕われて部下がついてくる
ような責任をもてる人になりたいです。

・趣味は……熱中していることはサーフィンですね。海に行く
といつもちょっとした発見があり、とても楽しいです。冬
はスノーボードをします。自然の中にいることが好きですね。

・夢は……趣味にうちこみながら、仕事も両立できる充実した
生活をすること。仕事などが忙しいとやりたかったことが
後回しになることがありますが、自分のペースで暮らせる
ようなライフサイクルを築きたいです。

・好きな言葉は……「平衡断絶」です。安定した状況にこだわ
らず、時には急激な変化も体験しながら、今の自分に甘え
ることなく可能性を広げていきたい・・という気持ちをこ
めて、この言葉が好きなんです。

・東御市に望むことは……商業が発達すれば、もっと若者が増
えていいかなと思います。商店街がもっと活気づいて若者
が行き交うようになると、市全体でもさらに元気がでるの
ではないでしょうか。

№№1212

材料（4～5人前）
・甘塩鮭　　　３切

・いくら　　　１００ｇくらい

・青じそ　　　４枚

・きざみのり　少々

・塩　　　　　少々

・わさび　　　少々

・紅しょうが　少々

作り方
●１ お米を２合ほど炊いておく。

●２ 鮭は塩を少々入れた湯でさっとゆ
でる。出して少し冷めたら皮を除
き、身をほぐす。

●３ 温かいご飯に鮭を入れてまぜる。
●４ 適量を丼に入れ上に刻んだ青じそ
を入れ、いくらとのりを上に飾り
いれる。

●５ 好みで紅しょうがを入れたり、わ
さびしょう油をたらして食す。

　※他に赤身のぶつ切り、タコ、ア
ボガドなど好みで入れていろんな
味が楽しめます。

鮭といくらの親子丼

 関 　 二  三 子   さん
せき ふ み こ

（大石）

時間のないとき
に簡単でおいし
いどんぶりです
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（
７
月　

〜　

日
）（
敬
称
略
）

１６

１７

●
軟
式
野
球

　

決
勝

　

東
部
５
―
１
松
代

　

東
部
中
優
勝

　
　
　
　

〔
北
信
越
大
会
へ
〕

●
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
（
男
子
）

　

東
部
中
４
位

　

優
秀
選
手
賞　

白
鳥　

直
貴

●
柔
道
（
男
子
団
体
）

　

東
部
中
３
位

●
柔
道
（
男
子
）

　

・　

キ
ロ
級

５０

　
　

３
位　

坂
口　

龍
磨
（
東
部
）

　

・　

キ
ロ
級

６０

　
　

２
位　

小
山　

将
太（
東
部
）〔
北
信
越
大
会
へ
〕

　

・　

キ
ロ
級

６６

　
　

２
位　

宮
森　

勇
綺（
東
部
）〔
北
信
越
大
会
へ
〕

●
柔
道
（
女
子
）

　

・　

キ
ロ
級

７０

　
　

優
勝　

齋
藤　

博
香
（
東
部
）〔
全
国
大
会
へ
〕

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
２
年
連
続
）

長
野
県
弓
道
連
盟
長
野
県
中
学
生
弓
道
大
会（
７
月　

日
）

１６

●
女
子
の
部
個
人

　

優
勝　

土
屋　

仁
美
（
東
部
）〔
全
国
大
会
へ
〕

県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県
中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中
学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学
総総総総総総総総総総総総総総総総総総総総総総総総総総総総総総総総
体体体体体体体体体体体体体体体体体体体体体体体体体体体体体体体体
のののののののののののののののののののののののののののののののの
主主主主主主主主主主主主主主主主主主主主主主主主主主主主主主主主
なななななななななななななななななななななななななななななななな
結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結
果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果

 
県
中
学
総
体
の
主
な
結
果

　

市
ス
ポ
ー
ツ
教
室
の
柔
道
柔
道
教
室
（
東
部
会
場
）
か
ら
選
手
健

闘
の
情
報
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
こ
で
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
敬
称
略
）

●
第　

回
東
信
柔
道
整
復
師
会
杯
少
年
柔
道
大
会
（
５
月　

日
）

１４

１５

　

・
高
学
年
の
部

　
　

優
勝　

東
御
市
東
部
柔
道
教
室
Ａ
チ
ー
ム
（
初
優
勝
）

　
　

２
位　

東
御
市
東
部
柔
道
教
室
Ｂ
チ
ー
ム

　

・
低
学
年
の
部

　
　

優
勝　

東
御
市
東
部
柔
道
教
室
（
三
連
覇
）

●
第
２
回
全
国
小
学
生
学
年
別
柔
道
大
会
長
野
県
予
選
会（
６
月　

日
）

２５

　

・
５
年
女
子　

キ
ロ
超
級

４０

　
　

優
勝　

小
山　

由
香
（
田
中
小
）〔
全
国
大
会
へ
〕

　

・
６
年
女
子　

キ
ロ
以
下
級

４５

　
　

３
位　

坂
口　

仁
美
（
田
中
小
）

●
第　

回
長
野
県
少
年
少
女
柔
道
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
大
会
東
信
予
選
会（
７
月
２
日
）

１０

　

・
小
学
２
年
男
子

　
　

優
勝　

小
林　

耀
平
（
祢
津
小
）

　

・
小
学
３
年
男
子

　
　

優
勝　

宮
森　

映
瑠
（
田
中
小
）

　

・
小
学
２
年
女
子

　
　

優
勝　

上
原
万
智
子
（
田
中
小
）

　

・
小
学
５
年
女
子

　
　

優
勝　

小
山　

由
香
（
田
中
小
）

　

・
小
学
６
年
女
子

　
　

優
勝　

福
島
布
美
夏
（
和
小
）

ベ
ス
ト
８
以
上
の
選
手
…

　

東
部
教
室
か
ら　

名
、
北
御
牧
教
室
か
ら
１
名
（
県
大
会
出
場
）

２２

●
第　

回
長
野
県
柔
道
整
復
師
杯
少
年
柔
道
大
会
県
予
選
会（
７
月
３
日
）

１３

　

準
決
勝　

東
部
Ａ
２
―
０
開
示
塾
（
東
信
）

　

決　

勝　

東
部
Ａ
２
―
３
誠
心
館
（
中
信
）

　

東
部
柔
道
教
室
Ａ
チ
ー
ム
準
優
勝

スススススススススススススススススススススススススススススススス
ポポポポポポポポポポポポポポポポポポポポポポポポポポポポポポポポ
ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー
ツツツツツツツツツツツツツツツツツツツツツツツツツツツツツツツツ
教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教
室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室
のののののののののののののののののののののののののののののののの
話話話話話話話話話話話話話話話話話話話話話話話話話話話話話話話話
題題題題題題題題題題題題題題題題題題題題題題題題題題題題題題題題
かかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかか
らららららららららららららららららららららららららららららららら

  
ス
ポ
ー
ツ
教
室
の
話
題
か
ら

８月の全国大会に
出場する小山由香
さん

分分分分分分分分分分分分分分分分分分分分分分分分分分分分分分分分
館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館
対対対対対対対対対対対対対対対対対対対対対対対対対対対対対対対対
抗抗抗抗抗抗抗抗抗抗抗抗抗抗抗抗抗抗抗抗抗抗抗抗抗抗抗抗抗抗抗抗
球球球球球球球球球球球球球球球球球球球球球球球球球球球球球球球球
技技技技技技技技技技技技技技技技技技技技技技技技技技技技技技技技
大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大
会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会
のののののののののののののののののののののののののののののののの
結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結
果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果

 
分
館
対
抗
球
技
大
会
の
結
果

●
祢
津
地
区（
６
月　

日
）

１２

・
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

　

優　

勝　

新
屋
B

　

準
優
勝　

金
井
B

　

３　

位　

祢
津
南

　
　
　
　
　

金
井
Ａ

・
ビ
ー
チ
ボ
ー
ル

　

優　

勝　

金
井
Ａ

　

準
優
勝　

新
張
C

　

３　

位　

伊
勢
原
Ａ

　
　
　
　
　

新
張
Ａ

・
マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ

　

優　

勝　

西
宮

　

準
優
勝　

新
屋

　

３　

位　

伊
勢
原

・
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル

　

優　

勝　

金
井
C

　

準
優
勝　

西
宮
B

　

３　

位　

出
場

●
和
地
区（
７
月
３
日
）

・
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

　

優　

勝　

日
向
が
丘

　

準
優
勝　

大
川

　

３　

位　

曽
根

・
ビ
ー
チ
ボ
ー
ル

　

優　

勝　

寺
坂
Ａ

　

準
優
勝　

日
向
が
丘
B

　

３　

位　

海
善
寺
B

・
マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ

　

優　

勝　

日
向
が
丘

　

準
優
勝　

海
善
寺

　

３　

位　

曽
根

・
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル

　

優　

勝　

東
上
田

　

準
優
勝　

日
向
が
丘

　

３　

位　

田
沢

●
田
中
地
区（
７
月　

日
）

１０

・
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

　

優　

勝　

常
田
B

　

準
優
勝　

田
中

　

３　

位　

常
田
Ａ

　
　
　
　
　

県

・
ビ
ー
チ
ボ
ー
ル

　

優　

勝　

常
田
Ａ

　

準
優
勝　

田
中
B

　

３　

位　

加
沢
Ａ

・
マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ

　

優　

勝　

常
田
Ｂ

　

準
優
勝　

田
中
Ａ

　

３　

位　

田
中
B

・
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル

　

優　

勝　

田
中
ゆ
う
ふ
る

　

準
優
勝　

加
沢

　

３　

位　

田
中
Ａ

●
滋
野
地
区（
６
月　

日
）

２６

・
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

　

優　

勝　

乙
女
平

　

準
優
勝　

大
石

　

３　

位　

中
屋
敷

　
　
　
　
　

王
子
平

・
ビ
ー
チ
ボ
ー
ル

　

優　

勝　

大
石
B

　

準
優
勝　

原
口
B

　

３　

位　

桜
井
B

・
マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ

　

優　

勝　

別
府
Ａ

　

準
優
勝　

原
口
B

　

３　

位　

乙
女
平
Ａ

・
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル

　

優　

勝　

片
羽
Ｂ

　

準
優
勝　

片
羽
Ａ

　

３　

位　

赤
岩
B



13

とうみ

（4）

  
環
境
基
本
計
画
の

　
　

作
成
に
向
け
て 
パ
ー
ト
②

　

前
号
に
引
き
続
き
、「
東
御
市
環
境
基

本
計
画
」
作
成
に
あ
た
っ
て
、
市
民
や
事

業
者
の
皆
さ
ん
の
ご
意
見
を
反
映
さ
せ
る

た
め
に
実
施
し
た
環
境
に
関
す
る
ア
ン
ケ

ー
ト
結
果
に
つ
い
て
お
伝
え
し
ま
す
。
今

回
は
、
事
業
所
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
を
次

の
と
お
り
ま
と
め
ま
し
た
。

�　

調
査
対
象
…
資
本
金
１
０
０
０
万
円

　
　
　
　
　
　
　

以
上
の
２
０
４
事
業
所

�　

調
査
期
間
…
平
成　

年　

月　

日
〜

１６

１１

１２

　
　
　
　
　
　
　
　

月　

日

１１

３０

�　

回
答
率
…　

・
４
％

５１

回
答
事
業
所
の
業
種
内
訳

○
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
（
抜
粋
）

①
事
業
所
の
日
常
業
務
で
心
が
け
て
い
る

環
境
配
慮
事
項

●
有
害
物
質
の
削
減

●
廃
棄
物
の
分
別
回
収
、
再
生
紙
の
使
用
、

電
気
や
水
道
の
節
約
、
冷
暖
房
温
度
の

調
節

●
グ
リ
ー
ン
購
入
、
社
員
へ
の
環
境
教
育

②
地
域
の
環
境
の
た
め
に
取
り
組
ん
で
い

る
こ
と

●
事
業
所
周
辺
の
清
掃
活
動

●
事
業
所
内
外
の
緑
化

③
環
境
を
守
る
た
め
の
事
業
所
と
し
て
の

姿
勢
（
立
場
）

●
社
会
情
勢
や
市
民
、
消
費
者
の
ニ
ー
ズ

を
考
え
る
と
、
企
業
と
し
て
も
積
極
的

に
取
り
組
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

④
今
後
進
め
て
い
く
必
要
が
あ
る
環
境
に

配
慮
し
た
取
り
組
み

●
環
境
負
荷
の
少
な
い
設
備
の
導
入
、
リ

サ
イ
ク
ル
製
品
の
使
用

●
経
営
者
が
環
境
問
題
に
つ
い
て
社
会
的

責
任
を
認
識
し
て
行
動
す
る
こ
と

⑤
事
業
所
が
環
境
に
配
慮
し
た
取
り
組
み

を
行
い
や
す
く
す
る
た
め
に
、
行
政
に

望
む
こ
と

●
環
境
保
全
活
動
へ
の
優
遇
措
置

●
情
報
・
学
習
機
会
の
提
供

　

事
業
所
の
皆
さ
ん
も
、
廃
棄
物
の
分
別

回
収
や
省
エ
ネ
な
ど
家
庭
で
実
施
し
て
い

る
行
動
と
同
じ
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
環
境
に
や
さ
し
い
製
品
を
製

造
す
る
配
慮
が
一
般
的
に
な
っ
て
お
り
、

社
会
や
消
費
者
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た
活
動

が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
今
回
、
事
業
所
の

皆
さ
ん
の
環
境
に
関
す
る
取
り
組
み
が
活

発
に
な
っ
て
い
る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。

　

市
民
の
皆
さ
ん
と
活
力
に
み
ち
た
ま
ち

づ
く
り
を
進
め
る
た
め
、
意
欲
と
行
動
力

に
あ
ふ
れ
る
方
を
募
集
し
ま
す
。

○
採
用
予
定
人
員

　
　

社
会
福
祉
士　
　
　

１
名　

　
　○

受
験
資
格

　
　

昭
和　

年
4
月
２
日
以
降
に
生
ま
れ

４０

た
方
で
、
社
会
福
祉
士
の
資
格
を
有
す

る
方

○
試
験
の
日
時
場
所

・
第
一
次
試
験

　
　

平
成　

年
9
月　

日
（
日
）

17

18

・
第
二
次
試
験

　
　

平
成　

年　

月
下
旬
（
第
一
次
試
験

17

10

　

合
格
者
対
象
）

・
場
所
は
い
ず
れ
も
東
御
市
役
所

○
申
込
方
法
等

　
　

受
験
希
望
者
は
、
次
の
書
類
を
提
出

　

し
て
く
だ
さ
い
。

・
職
員
採
用
試
験
申
込
書

　

（
市
役
所
総
務
課
に
あ
り
ま
す
。）

・
履
歴
書

　

（
市
役
所
総
務
課
に
あ
り
ま
す
。）

・
写
真
1
枚
（
上
半
身
・
脱
帽
･
正
面
向

　

き
・
縦
4
セ
ン
チ
×
横　

３
セ
ン
チ
で

6
ヶ
月
以
内
に
撮
影
し
た
も
の
）

・
社
会
福
祉
士
登
録
証
の
写
し

・
卒
業
証
明
書

・
健
康
診
断
書
（
身
体
検
査
書
）

○
受
付
期
間

　
　

平
成　

年
８
月
５
日
（
金
）
か
ら
8

17

月　

日
（
木
）
ま
で
（
土
日
、
祝
日
を

25
除
く
）
の
午
前
8
時　

分
か
ら
午
後
5

30

時　

分
ま
で
、
郵
送
の
場
合
は
、
8
月

15

　

日
の
消
印
の
あ
る
も
の
ま
で
受
け
付

25け
ま
す
。

○
申
し
込
み
用
紙
の
請
求

　
　

申
し
込
み
用
紙
は
、
市
役
所
総
務
課

総
務
係
に
直
接
請
求
す
る
か
、
市
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
用
紙
を
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
し
て
使
用
し
て
く
だ
さ
い
。
な

お
、
郵
送
で
請
求
さ
れ
る
場
合
は
、
封

筒
の
表
に「
試
験
申
し
込
み
用
紙
請
求
」

と
朱
書
き
し
、　

円
切
手
を
貼
っ
た
、

80

あ
て
先
、
郵
便
番
号
明
記
の
返
信
用
封

筒
（
長
形
3
号
）
を
必
ず
同
封
し
て
く

だ
さ
い
。

　

な
お
、
一
般
行
政
職
若
干
名
の
募
集
に

つ
い
て
は
７
月
号
に
掲
載
済
み
で
す
。

※
詳
し
い
内
容
に
つ
い
て
は
、

　

東
御
市
役
所
総
務
部
総
務
課
総
務
係

　

�　

―
５
８
７
６　

に
問
い
合
わ
せ
て

６４
く
だ
さ
い
。

●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●
 
●
職職職職職職職職職職職職職職職職職職職職職職職職職職職職職職職職
員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員
職
員
（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（
社社社社社社社社社社社社社社社社社社社社社社社社社社社社社社社社
会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会
福福福福福福福福福福福福福福福福福福福福福福福福福福福福福福福福
祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉
士士士士士士士士士士士士士士士士士士士士士士士士士士士士士士士士
））））））））））））））））））））））））））））））））

（
社
会
福
祉
士
）
採採採採採採採採採採採採採採採採採採採採採採採採採採採採採採採採
用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用
試試試試試試試試試試試試試試試試試試試試試試試試試試試試試試試試
験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験
をををををををををををををををををををををををををををををををを
行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行
いいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいい

採
用
試
験
を
行
い
まままままままままままままままままままままままままままままままま
すすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすす
ま
す

市民課  生活環境係
�64－5896
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◆
新
着
本
案
内
◆

◆
一
般
書

�
絶
海
に
あ
ら
ず　

上
・
下

　
　
　
　
 
…
…
…
… 
北
方　

謙
三
・
著

�
孤
宿
の
人　

上
・
下

　
　
　
　
 
…
…
…
… 
宮
部
み
ゆ
き
・
著

�
プ
リ
ン
セ
ス
・
ダ
イ
ア
リ
ー

　
　
　
 
…
… 
メ
グ
・
キ
ャ
ボ
ッ
ト
・
著

�
腰
痛
は「
ね
じ
れ
」を
治
せ
ば

　

消
え
る 
…
…
…
… 
花
山　

水
清
・
著

�
お
と
う
さ
ん
は
ウ
ル
ト
ラ
マ
ン

　

お
と
う
さ
ん
の
育
自
書

　
　
　
　
 
…
…
…
… 
宮
西　

達
也
・
著

◆
児
童
書

�
か
あ
さ
ん
の
こ
こ
ろ

　
　
　
　
 
…
…
…
… 
味
戸
ケ
イ
コ
・
絵

�
渡
り
を
す
る
チ
ョ
ウ

　
　
　
　
 
…
…
…
… 
佐
藤　

英
治
・
文

�
う
さ
ぎ
の
ラ
ラ
・
ロ
ー
ズ

　
　
　
　
 
…
…
…
… 
市
川　

里
美
・
作

�
最
後
の
宝
（
ハ
リ
ネ
ズ
ミ
の
本
箱
）

ジ
ャ
ネ
ッ
ト
・
Ｓ
・
ア
ン
ダ
ー
ソ
ン
・
作

�
や
っ
て
み
よ
う
！
夏
休
み
の
自
由

　

研
究 
…
… 
成
美
堂
出
版
編
集
部
・
編

　

こ
の
他
に
も
た
く
さ
ん
入
り
ま
し
た
。

行

事

予

定

　

図
書
館
職
員
に
よ
る

　
　

８
月
の
お
は
な
し
こ
ど
も
会

日
時　

８
月　

日（
土
）

２０

　
　
　

午
前　

時　

分
〜

１０

３０

場
所　

東
御
市
立
図
書
館
読
書
会
室

内
容　

読
み
聞
か
せ

　
　
　

『
ぼ
く
の
へ
や
に
う
み
が
あ
る
』

　
　
　

大
型
絵
本
『
そ
ら
ま
め
く
ん
の

　
　
　
　
　
　
　
　

ベ
ッ
ド
』

　
　
　

パ
ネ
ル
シ
ア
タ
ー

　
　
　

『
一
丁
目
の
お
ば
け
』

　
　
　

『
だ
れ
で
し
ょ
う
』

　
　
　

つ
く
っ
て
あ
そ
ぼ
う

　
　
　

工
作
『
う
み
の
生
き
も
の
』

　

８
月　

日（
金
）は
、
お
は
な
し
会
も

１２

あ
る
よ
！

場
所
・
時
間　

こ
ど
も
フ
ロ
ア
ー
に　

　
　

て
午
前　

時　

分
〜

１０

３０

対
象　

就
園
前
の
子
ど
も
さ
ん

インターネットで図書館の本が検索できます。　http://www.echol.gr.jp

８
月
の
テ
ー
マ
ブ
ッ
ク
ス

第

回
青
少
年
読
書
感
想
文

第　

回
青
少
年
読
書
感
想
文

５１５１
全
国
コ
ン
ク
ー
ル
課
題
図
書

全
国
コ
ン
ク
ー
ル
課
題
図
書

東
御
市
立
図
書
館　

�　

―
５
８
８
６

６４

①
「
か
あ
さ
ん
の
こ
こ
ろ
」　

　
　
　
　
　
　
　

内
田
麟
太
郎
・
文

　
　
　
　
　
　
　

味
戸
ケ
イ
コ
・
絵

　

「
子
ど
も
の
こ
ろ
。
ぼ
く
は
ぼ
く
の

か
な
し
み
し
か
し
ら
な
か
っ
た
。
い
つ

も
か
な
し
み
の
そ
こ
で
う
ず
く
ま
っ
て

い
た
。」
で
始
ま
る
こ
の
絵
本
は
、
幼
い

時
に
母
を
亡
く
し
た
子
熊
の
、
母
を
慕

う
お
話
で
す
。

　

母
の
な
い
自
分
の
悲
し
み
に
沈
ん
で

い
た
子
熊
が
、
や
が
て
自
分
が
親
と

な
っ
た
と
き
、

幼
子
を
残
し

て
逝
っ
た
母

親
の
悲
し
み

の
深
さ
に
気

が
付
き
ま
す
。

②
「
絶
海
に
あ
ら
ず
」
上
・
下　

　
　
　

北
方　

謙
三　

中
央
公
論
社

　

藤
原
一
族
の
は
ぐ
れ
者
、
純
友
。
京

か
ら
板
東
そ
し
て
伊
予
へ
の
旅
。
大
海

を
舞
台
に
夢

を
追
い
、
心

の
ま
ま
に
生

き
た
男
の
歴

史
小
説
。

②
「
孤
宿
の
人
」
上
・
下　

　
　
　

宮
部
み
ゆ
き　

新
人
物
往
来
社

　

讃
岐
国
、
丸
海
藩
―
―
こ
の
地
に
幕

府
の
罪
人
・
加
賀
殿
が
流
さ
れ
て
き
た
。

以
来
、
加
賀
殿
の
所
業
を
な
ぞ
る
か
の

よ
う
に
毒
死
や
怪
異
が
頻
発
。
加
賀
殿

幽
閉
屋
敷
に
下
女
と
し
て
住
み
込
む
こ

と
に
な
っ
た
少
女
ほ
う
。
悪
霊
と
恐
れ

ら
れ
た
男
の

魂
の
触
れ
合

い
を
描
く
長

篇
大
作
。

④

  
図
書
館
発

 
オ
ス
ス
メ
の
一
冊

●
甦
れ
、
プ
ッ
ポ
ウ
ソ
ウ

　

中
村
浩
志
著　

山
と
渓
谷
社

　

千
年
に
わ
た
り
霊
鳥
と
さ
れ
な
が
ら

日
本
で
絶
滅
し
か
け
て
い
る
プ
ッ
ポ
ウ

ソ
ウ
。
謎
に
満
ち
た
生
態
を
解
き
明
か

す
熱
き
メ
ッ
セ
ー
ジ
。

●
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
に
住
む

　

彼
女
か
ら
あ
な
た
へ

　

望
ま
れ
る
国
際
協
力
の
形

　

山
本
敏
晴
著　

白
水
社

　

世
界
で
一
番
難
民
の
多
い
国
に
開
設

し
た
診
療
所
で
の
奮
闘
の
日
々
。
自
己

満
足
で
は
な
い
、
真
の
国
際
協
力
の
意

味
を
問
う
迫
真
の
ド
キ
ュ
メ
ン
ト
。

　　

以
下　

冊
と
、
小
中
学
校
夏
休

１８

み
自
由
研
究
の
参
考
図
書
を
そ
ろ

え
て
い
ま
す
。

  
と
し
ょ
か
ん
の

　
　
　
 
で
き
ご
と

●
今
ま
で
あ
り
が
と
う

　

〜
旧
図
書
館
車
が

　
　
　
　
　

南
ア
フ
リ
カ
へ
〜

　

今
年
３
月
末
で
引
退
し
た
図
書

館
の
旧
移
動
図
書
館
車
が
、
さ
い

た
ま
市
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
（
民
間
支
援
団

体
）「
ア
ジ
ア
・
ア
フ
リ
カ
と
共
に

歩
む
会
」
を
通
じ
て
南
ア
フ
リ
カ

共
和
国
に
送
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
、

６
月　

日
に
引

２５

き
渡
さ
れ
ま
し

た
。

　

今
回
寄
贈
し

た
旧
移
動
図
書

館
車
「
し
ら
か

ば
号
」
は
、　

９３

年
８
月
か
ら　
１１

年
間
に
わ
た
り

市
（
町
）
内　
３５

カ
所
を
１
、
２

０
０
冊
の
本
を

積
載
し
て
延
べ

７
９
２
日
運
行

し
、
そ
の
間
約

１
７
、
８
０
０

人
の
利
用
者
に

６
９
、
０
０
０

冊
余
り
の
本
を
貸
し
出
し
ま
し
た
。

　

こ
の
度
新
図
書
館
車
に
そ
の
役

割
を
ゆ
ず
り
廃
車
さ
れ
る
予
定
で

し
た
が
、
南
ア
フ
リ
カ
共
和
国
で

移
動
図
書
館
と
し
て
再
利
用
し
た

い
と
い
う
Ｎ
Ｇ
Ｏ
か
ら
の
申
し
入

れ
を
う
け
、
引
き
渡
さ
れ
ま
し
た
。

今
後
Ｎ
Ｇ
Ｏ
に
よ
り
車
両
の
再
整

備
が
さ
れ
、
半
年
後
を
め
ど
に
南

ア
フ
リ
カ
共
和
国
内
を
巡
回
す
る

こ
と
に
な
る
予
定
で
す
。
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こちら119（東御消防署）

合　計旧北御牧旧 東 部

14（109）３（１０）11   （99）件　数

31（145）２（１１）29（134）傷　者

  ０   （１）０（０） ０ （１）死　者

市内交通事故統計　　　　　　　　　　
 ６月３０日現在（※カッコ内は１月からの累計）

※カッコは１月からの累計

＝東御市内の６月の出動件数＝

火災　０件（13件）　救急　90件（483件）

とうみの気象記録（東御消防署調べ）

平成１６年６月平成１７年６月

36.3度（24日） 36.1度（２５日） 最高気温

8.1度（14日） 11.8度（１日） 最低気温

21.9度　　　　21.5度　　　　平均気温

74.3％　　　　75.4％　　　　平均湿度

56㎜　　　　88.0㎜　　　　降 水 量

 ８月の納税 （納期８月31日）

�市県民税（２期）

�国民健康保険税（３期）

�介護保険料（２期）

８月カレンダー

土金木水火月日

654321

13121110987

20191817161514

27262524232221

31302928

�����������������������������������
�����������������������������������
�����������������������������������
�����������������������������������
�����������������������������������
�����������������������������������
�����������������������������������

国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金アアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドババババババババババババババババババババババババババババババババイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイスススススススススススススススススススススススススススススススス国民年金アドバイス

8月の年金相談時間の
お知らせ

　８月は、企業の夏休みなどで年金相談が多いため、

以下のとおり年金相談を行います。日ごろ、仕事の都

合などで相談に来られない方はこの機会をぜひご利用

ください。

■相談場所　県内７カ所の社会保険事務所

　　　　　　（東御市は小諸社会保険事務所が一番近

　　　　　　　いです）

■持 ち 物　・年金手帳または年金証書

　　　　　　・印鑑

　　　　　　・代理の場合は委任状

　　　：相談時間の延長日
　　　　【相談時間】午前８時30分から午後７時まで

　　　：休日相談日
　　　　【受付時間】午前９時30分から午後４時まで
　
 問い合わせ先 

　市役所市民課国保年金係　�62－1111（内線1231）

　小諸社会保険事務所　　　�（0267）22－1080

東御市社会福祉協議会（６月中の受付分です）

匿　　　名　様 50,000円

立正佼成会上田教会様 20,000円

善 意 を あ り が と う

８月の年金相談スケジュール

土金木水火月日

654321

13121110987

20191817161514

27262524232221

31302928
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ななななななななななるるるるるるるるるるほほほほほほほほほほどどどどどどどどどどなるほど
TTTTTTTTTThhhhhhhhhheeeeeeeeeeThe

ごごごごごごごごごごみみみみみみみみみみごみ（（（（（（（（（（ggggggggggoooooooooommmmmmmmmmiiiiiiiiii））））））））））（gomi）
NNNNNNNNNNoooooooooo..........11111111111111111111　　  No.1 1

 
費
用
も
か
か
ら
ず

　
　
　
　

自
宅
で
簡
単

 
「
活
性
水
」を

   
利
用
し
た
生
ご
み

　
    
減
量
リ
ポ
ー
ト

クリーンリサイクル係
�63－6814

　

昨
今
増
え
続
け
る
ご
み
そ
の
中

で
、
特
に
「
生
ご
み
」
の
処
理
は

頭
を
悩
ま
す
問
題
で
す
。
家
庭
で

で
き
る
方
法
と
し
て
、
古
く
か
ら

「
コ
ン
ポ
ス
ト
」、
最
近
で
は
「
電

気
式
生
ご
み
処
理
機
」
が
主
流
と

し
て
普
及
し
て
き
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
も
っ
と
簡
単
で
、
費

用
も
か
か
ら
な
い
方
法
は
な
い
か

と
「
ご
み
減
量
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
」

の
皆
さ
ん
が
中
心
に
模
索
し
、

「
活
性
水
」
を
利
用
し
た
生
ご
み

減
量
実
験
を
昨
年
か
ら
実
施
し
て

い
ま
す
。

　

今
回
は
、
そ
の
レ
ポ
ー
ト
を
ご

報
告
し
ま
す
。

○
用
意
す
る
も
の

①
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
容
器
（
縦　
５０

×
横　

×
高
さ　

㎝
以
上
）

４０

３０

　

あ
ま
り
こ
だ
わ
ら
な
く
て
も
、

家
に
あ
る
も
の
で
Ｏ
Ｋ
で
す
。

　

メ
ッ
シ
ュ
（
網
目
）
製
が
お
勧

め
で
す
。

②
腐
葉
土
（
落
ち
葉
）

　

サ
ン
テ
ラ
ス
ホ
ー
ル
で
も
ら
え

ま
す
。

③
活
性
水

　

市
上
下
水
道
課
で
も
ら
え
ま
す
。

④
園
芸
用
シ
ャ
ベ
ル
又
は
小
型
ス

コ
ッ
プ

　

生
ご
み
と
腐
葉
土
を
か
き
混
ぜ

る
の
に
使
用
し
ま
す
。 

　

こ
れ
だ
け
で
簡
単
に
ス
タ
ー
ト

で
き
ま
す
。

○
方
法

①
容
器
･
腐
葉
土
・
シ
ャ
ベ
ル
を

用
意
し
ま
す
。

②
生
ご
み
を
用
意
し
ま
す
。

③
腐
葉
土
の
な
か
に
生
ご
み
を
入

れ
、
よ
く
か
き
混
ぜ
ま
す
。

（
活
性
水
中
の
微
生
物
が
空
気

を
好
む
た
め
。）

④
活
性
水
を
入
れ
ま
す
。

　

容
器
や
ご
み
の
量
に
も
よ
り
ま

す
が
、
最
初
の
こ
ろ
は
多
め
に

（
5
0
0
�
位
）、
様
子
を
見
な

が
ら
だ
ん
だ
ん
少
な
く
し
、
1
回

あ
た
り
1
0
0
〜
2
0
0
�
が
適

量
と
思
わ
れ
ま
す
。

⑤
最
後
に
も
う
一
度
か
き
混
ぜ
ま

　

す
。

○
結
果

①
活
性
水
と
腐
葉
土
を
利
用
し
た

こ
の
減
量
方
法
は
、
微
生
物
な

ど
の
働
き
に
よ
り
、
ご
み
の
減

量
効
果
と
消
臭
効
果
が
あ
る
と

判
明
し
ま
し
た
。

②
土
中
の
温
度
は
、　

℃ 
以
上
な

２０

い
と
微
生
物
の
生
活
環
境
が
悪

く
な
り
、
ご
み
の
減
量
効
果
が

落
ち
る
と
判
明
し
ま
し
た
。

　
　

よ
っ
て
、
４
月
〜　

月
の
間

１０

は
、
こ
の
方
法
で
、
ご
み
減
量

が
相
当
期
待
で
き
る
と
予
想
さ

れ
ま
す
。

　
　
　

月
〜
３
月
ま
で
は
大
き
な

１１
課
題
で
あ
り
、
冬
期
対
策
を
検

討
中
で
す
。

③
虫
類
の
発
生

・
ホ
ソ
ワ
ラ
ジ
虫
�
益
虫

・
オ
カ
ダ
ン
ゴ
虫
�
益
虫

・
ア
メ
リ
カ
ミ
ズ
ア
ブ
�
害
虫

　

（
幼
虫
は
問
題
な
し
。
成
虫
に

は
、
刺
さ
れ
な
い
よ
う
要
注

意
）

 
実
験
に
参
加
し
た

  
ご
み
減
量
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
敬
称
略
）

　

中
澤
小
百
合　

宮
原　

則
子

　

佐
藤　

千
枝　

丸
山　

幸
子

　

郡
田
ト
ヨ
子　

石
川　

好
江

　

横
山　

道
世　

後
藤　

通
子

　今の季節、スイカやメロン
の皮から大きな野菜クズまで、
そのまま入れるだけで、ごみ
が分解されてしまいます。
　ぜひ、お試しください。
（ごみ減量アドバイザー）

虫の
問題

消臭
効果

減量
効果

△○○
４月～１０月（春～秋）
　土中温度20℃以上

○○×
１１月～３月（冬季間）
　土中温度20℃以下
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税
金
を
滞
納
し
て
い
た
ら
、

　
　

給
与
差
押
予
告
書
が
郵
送
さ

れ
て
き
ま
し
た
。
こ
の
ま
ま
だ
と

本
当
に
給
与
を
差
押
え
ら
れ
る
の

で
し
ょ
う
か
。

　
　

税
金
は
一
般
の
債
権
と
は
違

　
　

い
、
差
押
え
す
る
と
き
に
裁

判
所
の
許
可
を
必
要
と
し
ま
せ
ん
。

地
方
税
法
で
は
、
督
促
状
が
発
送

さ
れ
て
か
ら　

日
を
過
ぎ
る
と
滞

１０

納
者
の
財
産
（
給
与
・
不
動
産
等
）

を
差
押
え
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、

Ｑ

で
す
。

　

東
御
市
も
同
じ
よ
う
な
傾
向
が

あ
り
、　

〜　

歳
代
で
糖
尿
病
、

20

30

高
血
圧
、
高
脂
血
症
、
心
疾
患
に

な
っ
て
い
る
方
が
い
ま
す
。
生
活

習
慣
病
と
い
わ
れ
て
い
る
脳
梗
塞
、

脳
出
血
、
心
筋
梗
塞
、
糖
尿
病
な

ど
は
血
管
、
血
液
の
変
化
に
よ
っ

て
起
こ
り
ま
す
。
そ
の
変
化
と
い

う
の
は
、
肥
満
・
高
血
圧
・
高
脂

�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

血
症
・
高
血
糖
・
心
電
図
異
常
な

�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

ど
で
す
。
元
気
で
長
生
き
す
る
た

め
に
は
、
健
康
な
状
態
の
と
き
か

ら
自
分
の
か
ら
だ
を
知
っ
て
若
々

し
い
血
管
を
保
つ
こ
と
が
大
切
で

す
。

　

保
健
係
で
は
、
今
年
か
ら
健
診

を
一
本
化
し
ま
し
た
。
変
更
し
た

主
な
部
分
は
、

①
基
本
健
診
の
対
象
年
齢
は　

歳
１９

こ
ん
に
ち
は

こ
ん
に
ち
は

保
健
師

  　

保
健
師
で
す
で
す

 櫻 
さくら

 井 　
い

 涼 
りょう

 子 保健師
こ

  
こ
の
世
に
ひ
と
つ
し
か

　
　
 
な
い
自
分
の
か
ら
だ

　

皆
さ
ん
は
、
何
歳
ま
で
生
き
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
か
？
長
野
県

平
均
寿
命
は
、
男
性　

・　

歳
（
全

７９

６９

国
１
位
）・
女
性　

・　

歳
（
全
国

８６

５３

３
位
）
で
す
。
こ
の
数
字
を
見
た

だ
け
で
も
長
野
県
は
長
寿
県
で
あ

る
と
感
じ
ま
す
。
長
寿
の
要
因
は

①
山
が
た
く
さ
ん
あ
り
よ
く
歩
く

②
高
齢
者
の
就
業
率
が
全
国
１
位

③
公
民
館
・
博
物
館
の
数
が
多
く
、

趣
味
を
持
っ
て
い
る
人
が
多
い
④

か
ら

②
１
日
で
、
何
種
類
も
の
健
診
・

検
診
が
受
け
ら
れ
る

③
前
立
腺
ガ
ン
検
診
・
骨
検
診
・

ら
せ
ん
Ｃ
Ｔ
検
診
・
マ
ン
モ
グ

ラ
フ
ィ
ー
の
導
入　

で
す
。

　

今
年
は
、
今
ま
で
受
け
た
こ
と

の
な
い
み
な
さ
ん
に
も
健
診
を
お

勧
め
し
ま
す
。
健
診
は
、
か
ら
だ

の
悪
い
と
こ
ろ
を
発
見
す
る
こ
と

が
目
的
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
自
分

�
�

�
�

の
か
ら
だ
は
今
ど
う
な
っ
て
い
る

�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

か
を
知
る
こ
と
が
大
切
な
目
的
で

�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

す
。
さ
ぁ
！
み
な
さ
ん
お
誘
い
あ

�
�

�
�わ

せ
て
健
診
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先：

　
　
　
　

健
康
保
健
課　

保
健
係

　
　
　
　

�　

―
８
８
８
２

６４

入
院
日
数
が
一
番
少
な
い
⑤
他
県

に
は
類
を
み
な
い
保
健
補
導
員
が

い
る
―
な
ど
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

み
な
さ
ん
も
「
言
わ
れ
て
み
れ
ば

…
」
と
思
う
こ
と
が
い
く
つ
か

あ
っ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

し
か
し
、
こ
の
長
寿
長
野
県
が

長
寿
で
は
な
く
な
っ
て
し
ま
う
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。
そ
れ
は
な
ぜ
か

と
言
い
ま
す
と
…
…
男
性
で
は
、

　

歳
代
の
肥
満
、　

歳
代
の
脳
梗

30

50

塞
、
脳
出
血
が
増
え
て
お
り
、
女

性
は　

歳
代
の
心
筋
梗
塞
、
心
臓

50

病
、
脳
梗
塞
が
増
え
て
い
る
か
ら

額
を
算
定
し
、
勤
務
先
か
ら
直
接

支
払
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り

ま
す
。

　

平
成　

年
度
の
差
押
え
実
行
件

１６

数
は
全
部
で
２
９
９
件
で
し
た
。

　

税
務
課
収
税
管
理
係

　

�　

―
５
８
７
７

６４

と
な
っ
て
い
ま
す
。
最
近
は
、
厳

し
い
財
政
状
況
を
反
映
し
て
差
押

え
を
実
行
す
る
市
町
村
が
増
え
て

い
ま
す
。

　

市
で
は
、
督
促
状
の
発
送
後
、

訪
問
徴
収
、
催
告
状
の
発
送
を
し

て
も
納
税
い
た
だ
け
な
い
方
に
は

財
産
差
押
え
を
行
い
、
納
税
が
公

平
に
行
わ
れ
る
よ
う
努
力
し
て
い

ま
す
。

　

給
与
差
押
予
告
書
が
送
付
さ
れ

て
も
納
税
い
た
だ
け
な
い
場
合
は
、

給
与
の
額
か
ら
差
押
え
可
能
な
金

 
税
金
の
滞
納
と

　
　
　
 
差
押
え

Ａ

で
き
ご
と
短
信

６
・　

▼
プ
ー
ル
開
き
の
式
（
市
民
プ

２４

　
　
　
　

ー
ル
）

７
･
２
▼
い
き
い
き
子
ど
も
講
座
開
講

式
（
５
講
座
に
約　

人
の
子

７０

ど
も
が
受
講
）

７
・
８
▼
北
御
牧
・
名
立
友
好
協
会
設

立
総
会
《
旧
北
御
牧
村
と
旧

名
立
町
（
現
上
越
市
・
新
潟

県
）
の
地
域
間
交
流
が
継
続

さ
れ
、
事
務
局
で
は
協
会
員

を
募
集
し
て
い
ま
す
。
�　
６７

―
３
３
１
１
北
御
牧
総
合
支

所
地
域
振
興
課
》

７
・　

▼
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
東

１３

御
支
所
の
皆
さ
ん
が
福
祉
セ

ン
タ
ー
周
辺
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
清
掃
活
動

７
・　

▼
道
の
駅「
雷
電
く
る
み
の
里
」

１８

　
　
　
　

で
来
館
者
が　

万
人
を
超
え

５０

る

７
・　

▼
長
野
県
社
会
人
ゲ
ー
ト
ボ
ー

２４

ル
大
会
（
中
央
公
園
）

▲「はじめての英語
教室」講座
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７
月
号
の
市
報
に
成
人
式
出
席

該
当
者
の
名
簿
を
掲
載
し
ま
し
た

が
、
市
外
へ
住
民
票
を
移
し
て
い

る
方
々
で
、
東
御
市
の
成
人
式
に

参
加
し
た
い
と
連
絡
い
た
だ
い
た

　

名
の
皆
さ
ん
を
お
知
ら
せ
し
ま

１７す
。　
　
　
　

（
７
月　

日
現
在
）

２１

　

小
宮
山
恵
実　

池
田　

麻
衣

　

北
條　

雪
乃　

中
島　

大
輔

　

織
田　

亜
美　

織
田　

竜
弥

　

羽
田
真
季
子　

竹
内　

瑞
穂 

　

花
岡　

尚
美　

堀　

英
理
子 

　

五
十
嵐
鈴
世　

小
林　

里
菜 

　

中
本
喜
美
子　

本
道　

敬
一 

　

佐
藤　

真
奈　

杉
山　

雅
子 

　

小
林　

千
春

　
　
　
　

（
敬
称
略
・
順
不
同
）

　

な
お
、
７
月
号
で
以
下
の
方
の

氏
名
が
間
違
っ
て
い
ま
し
た
。
訂

正
し
て
お
詫
び
い
た
し
ま
す
。

誤　

佐
藤
和
樹
↓
正　

佐
藤
和
紀

　
事
務
局
（
中
央
公
民
館
内
）

　
　

生
涯
学
習
課
生
涯
学
習
係

　
　

�　

―
５
８
８
５

６４

成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成
人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人
式式式式式式式式式式式式式式式式式式式式式式式式式式式式式式式式

成
人
式

おおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおお
めめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめ
でででででででででででででででででででででででででででででででで
とととととととととととととととととととととととととととととととと
うううううううううううううううううううううううううううううううう
！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！

 
お
め
で
と
う
！

  
成
人
者
は

  　

合
計
3
9
7
人
に
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【【【【【【【【【【【【【【【【【【【【【【【【【【【【【【【【
振振振振振振振振振振振振振振振振振振振振振振振振振振振振振振振振
りりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりり
込込込込込込込込込込込込込込込込込込込込込込込込込込込込込込込込
めめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめ
詐詐詐詐詐詐詐詐詐詐詐詐詐詐詐詐詐詐詐詐詐詐詐詐詐詐詐詐詐詐詐詐
欺欺欺欺欺欺欺欺欺欺欺欺欺欺欺欺欺欺欺欺欺欺欺欺欺欺欺欺欺欺欺欺
】】】】】】】】】】】】】】】】】】】】】】】】】】】】】】】】

【
振
り
込
め
詐
欺
】「
私
は
ダ
マ
さ
れ
な
い
」
と
思
っ
て
い
ま
せ
ん
か
？

とうみ

　７月１６日に中央公民館でブラジル家庭料理の料理講習会があり、参加

者は料理を通して外国文化とふれあいました。そのレシピを紹介します。

ブラジル料理教室
　　　　　レシピの紹介

▲中央が講師の池田さん

パステウ（PASTEL）

ブラジルではおやつによく
食べるパイです

材料（約20個分）

ハム…………………１００ｇ

チーズ………………５０ｇ

トマト………………１個

オレガノ……………少々

揚げ油………………適量

パステウ用の生地…適量
（生地は最近増えつつあるブラ
ジル食材店で購入できるが、春
巻きや餃子用の生地などで代用
してもよい）

作り方

①ハム、チーズ、トマトを

さいの目切りにしてボー

ルに入れ、オレガノを加

えて具をつくる。

②生地の上に具をのせて半

分に折り、はしをフォー

クで押さえてしっかり

くっつける。（とじ方が不

十分だと揚

げるときに

チーズがは

ねるので注

意）

③熱した油で両面がきつね

色になるまであげ、ペー

パータオ

ルの上で

油をきる。

トロピカルサラダ＋フレンチドレッシング

材料（約４人分）

トマト……１個（みじんぎり）

玉ねぎ……１個（みじんぎり）

ピーマン…１個（みじんぎり）

パセリ……小さじ１／２

　　　　　　　（みじんぎり）

レタス…………適量

オレンジ………適量

レモン…………適量

パイナップル…適量

その他好みで野菜や果物

作り方

①レタス、オレンジ、レモ

ン、パイナップルを皿に

食べやすいように盛る。

②その上にみじんきりにし

た野菜を適宜盛りつける。

③盛りつけた上からフレン

チドレッシングをかけて

できあがり。

フレンチドレッシング
材料（４人分）

サラダ油……１／２カップ

酢……………１／４カップ

塩……………小さじ１／２

こしょう……少々

ボールに材料を入れ、泡立

て器でよく混ぜ合わせます。

白く濁ってとろりとしたら

できあがりです。

市
民
課　

生
活
環
境
係　
　

�　

―
５
８
９
６

６４

上
田
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー　

�　

―
８
５
１
７

２７

　

被
害
者
の
大
半
は
振
り
込
め
詐
欺
の
こ
と
は

知
っ
て
い
て
も
、
身
内
の
事
故
や
事
件
を
突
然
知

ら
さ
れ
、
動
揺
し
た
す
き
を
突
か
れ
て
被
害
に

あ
っ
て
い
ま
す
。　

交
通
事
故
を
名
目
に
、
警
察

官
や
弁
護
士
な
ど
が
交
代
し
て
電
話
口
に
で
て
、

最
後
に
息
子
・
孫
を
名
乗
る
も
の
が
泣
い
た
り
、

し
ょ
ん
ぼ
り
し
た
様
子
で
演
出
す
る
複
数
登
場
の

「
劇
団
型
」
や
、
借
金
が
あ
る
者
を
ら
致
・
監
禁

し
て
い
る
よ
う
に
装
い
「
息
子
の
借
金
を
返
さ
な

い
と
遠
洋
漁
業
の
船
に
乗
せ
る
」「
お
金
を
振
り
込

ま
な
い
と
命
の
保
証
は
な
い
」
な
ど
と
脅
し
た
り
、

携
帯
電
話
会
社
を
か
た
り
工
事
な
ど
と
偽
っ
て
携

帯
電
話
の
電
源
を
切
ら
せ
た
上
で
詐
欺
電
話
を
し
、

本
人
へ
の
確
認

電
話
を
で
き
な

い
よ
う
に
し
た

り
、
電
話
番
号

が
変
っ
た
こ
と

を
か
た
り
な
が

ら
事
前
に
息
子

や
娘
、
孫
な
ど

の
名
前
を
聞
き

出
し
て
本
番
の

詐
欺
電
話
時
に

使
い
信
用
さ
せ

る
な
ど
、
手
口

は
巧
妙
化
し
て

き
て
い
ま
す
。

 あわてない、すぐ支払わない、家族に相談
①通常とっている連絡方法で、必ず本人に連絡をとりましょう。一人で考えず、家族や信頼

できる人に必ず相談しましょう。

②警察官が示談をあっせんすることはありません。

③示談のあっせん等を名目に弁護士が性急な支払を請求することはありません。（通常の交

通事故でも示談金を緊急に支払うのは、後のトラブルの原因になります。）

④振込先が首都圏の口座や遠隔地である場合は要注意です。

⑤「おかしいな」と思ったら最寄りの警察、交番、駐在所へ連絡しましょう。

振り込め詐欺の件数
平成１７年１月から６月まで

※望月警察署管内でも６件の相談が寄せられてい
　るが、それらについて実際の被害金額はない。

被害金額（概数）件数（概数）

３億円以上190件 長野県下

2,500万円  30件 上田警察署管内
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ー
ト
ピ
ッ
ク
ス
ー　

地
域
の
話
題　７月２日、中央公民館で東御市「サンフラワーズ」と大

田区「ゆたか」の両手話ダンスサークルが合同発表会を行
いました。両サークルはともに大田区在住の北原豊子さん
を講師に迎えて練習しており、また東御市と大田区が友好
都市であることなどから今回の発表会が開催されました。
　大田区からは８名が参加し、両サークルの会員が一緒に
ステージに上がると、懐かしい歌から新しい歌まで計２２曲
を披露しました。最後の曲目「ふるさと」では、観客も立
ち上がって実際に曲にあわせて踊る一幕もあり、集まった
約５０人は心を一つにして踊っていました。
　「ゆたか」の小口・芦野両会長は「貴重な体験を東御市
の皆さんとすることができました。」と話し、講師の北原
さんは「手話ダンスは心で躍ることが魅力。心を込めた発
表会ができたと思います。」と感想を語りました。「サン
フラワーズ」の荒井会長は「大田区の皆さんとは初めて
会った気がしないほど打ちとけて踊ることができました。
障害者の方をはじめいろいろな方々と交流できる手話ダン
スを今後とも会員の皆さんと一緒に続けていきたいです。」
と意気込みを語っていました。

交通安全の誓い新たに

交通安全ゲートボール大会

手話ダンスで友好都市交流
東御市と東京都大田区の手話ダンスサークルが合同発表会

　６月２６日、中央公民館で第一回青少年育成将棋大会が開
催されました。
　この大会は、市内の将棋愛好者たちが主催し、将棋をさ
す青少年のレベルアップと健全育成、世代を越えた交流を
目的に、小学生から高齢者まで１９名が参加して開かれたも

愛好者で大会開催

第一回青少年育成将棋大会

　７月５日、上田交通安全協会東御部
会主催の交通安全ゲートボール大会が
東御中央公園ゲートボール場で行われ
ました。
　開会式では、上田交通安全協会東御
部会の渡辺部会長が「この大会を通し
て交通安全意識を高めて頂きたいと思
います」とあいさつ。続いて、上田警
察署交通課の高橋係長から、最近の事
故の状況や高齢者の事故防止の注意点
などの説明があり参加した約１５０人の
選手は事故防止に役立てようと聞いて
いました。
　上田交通安全協会、ゲートボール連
盟東部地区、市の関係者による始球式
を行ったあと、交通安全の誓いを新た
に各コートで熱戦が行われました。

　　

きれいな水を流そう

浄化槽パトロール実施

のです。参加者は小中学生の部、A級（初段以上）の部、
B級（一級以下）の部に分かれて対局を開始。気温が上
がったこの日、盤上でも熱戦が繰りひろげられました。北
沢義行大会長は「青少年の将棋のレベルがとても向上して
いたのには驚きました。将棋を通した交流が健全な育成に
つながってほしいですね。今後、秋に第２回大会を開くよ
う準備をしています。」と話していました。第２回大会は
１１月２７日に開催される予定です。
（問い合わせ北沢さん�６３－５６３２）
大会結果（敬称略）
小中学生の部　　　　　　A級初段以上の部
優　勝　中村　浩一　　　優　勝　秋山　敏行
準優勝　中澤航太郎　　　準優勝　樋口　正明
３　位　柳沢　雅希　　　３　位　関　　五郎
B級一級以下の部
優　勝　大日向操六
準優勝　小山　　久
３　位　成沢　義国

　６月２８日、東御市東部地区浄化槽管理
組合（阿部康志会長、会員数２５０名）は、
市をきれいにする月間に伴い、合併処理
浄化槽の維持管理の点検を目的とした浄
化槽パトロールを実施しました。
　実施後の報告会では、水環境保全のた
めの改善点について話し合われました。

大会結果　優　勝　赤岩Ａ
　　　　　準優勝　赤岩Ｂ
　　　　　３　位　西宮Ａ
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地
域
の
話
題

とうみ

　７月３日、新
屋区で親子ふれ
あいのつどい
「魚つかみどり
大会」が開催さ
れました。５年
目になり恒例と
なったこの行事
は、小学校PTA
や育成会が主催
し、普段はなかなか川遊びができない子どもたちに魚取り
を体験してもらおうと区内の求女沢川で実施したもので、
魚は長門町の養魚場からイワナ２００匹を運びました。
　この日は、子どもたちの願いがかなったように前日まで
の雨もやんで絶好の川遊び日よりとなり、子ども４０名を含
む計９０名が参加。最初はおっかなびっくりで川に入った子
どもたちも次第に全身びっしょりになってイワナと格闘し
ていました。

区内の川で親子のふれあい
新屋区魚つかみどり大会

青少年健全育成強調月間
田中駅前で愛の声かけ運動

　７月３日、池の平湿原において緑のサポーター主催によ
る探勝会が行われ、一般からの参加者など約30名が自然を
楽しみました。池の平に到着した一行は、自然保護指導員
の説明を受けながらさっそく散策を開始。花を見つけなが
ら楽しそうに歩いていました。コマクサの群生地ではその
美しさに、参加者は感動の声をあげていました。

　市内から参
加した女性は
「おいしい空
気の中、きれ
いな花をたく
さん見ること
ができ、満足
です。また参
加したいで
す。」と話して
いました。

高山植物との出会い

緑のサポーター探勝会
　７月１日、青
少年健全育成強
調月間活動の一
環として、各団
体から約１０名が
参加して「愛の
声かけ運動」が
田中駅前で行わ
れました。
　電車の発着に
合わせ集まる大
勢の学生や会社
員に明るいあいさつの声かけが行われました。
　この活動に参加した東御市交番の松本所長は「夏休みを
控え、児童・生徒たちが良くない誘いにのらないでほしい
という気持ちを込めながら声をかけました。地域全体で関
心を持っていただきたいですね。」と話していました。

アンコールの拍手なりやまず

とうみ混声合唱団創立２５周年記念演奏会
　７月３日、文化会館サンテラスホールにおいてとうみ混
声合唱団創立２５周年記念演奏会が行われました。演奏会は
３部構成で行われ、１部ではイタリアの作曲家モンテヴェ
ルディの曲目、２部では金子みすゞの詩による曲目を上演。
３部では華やかな衣装をまとい、ミュージカルとオペレッ
タが上演されました。
　美しい歌声だけでなく次々に変わる衣装や楽しい踊りに

観客の目はくぎづけ
となり、どこからと
もなく出た手拍子が
会場全体に広がりま
した。演奏終了後も
アンコールの拍手が
なりやまず、ステー
ジ上の団員は歌と笑
顔で拍手にこたえて
いました。

白球を追いかけて

東御市長旗わんぱく少年野球大会
　７月１８日、中央公園グラウンドで東信地域から１６の少年
野球チームが参加して「東御市長旗わんぱく少年野球大会」
が開かれました。決勝戦・３位決定戦とも逆転サヨナラ
ホームランで勝負が決まるなど、手に汗を握る接戦が展開
されました。市内５地区の少年野球チームも健闘しました。
大会結果　優　勝　野沢少年野球チーム（佐久市）
　　　　　準優勝　御代田北スポーツ少年団（御代田町）
　　　　　３　位　塩田少年野球教室（上田市）

ふるさとの山にふれて  市民登山

　７月１７日、第２回市民登山が行われ、約５０名が参加して
汗を流しました。高峰温泉駐車場から山に入った一行は水
の塔山を経由して東篭ノ登山頂上に到着。心地よい風に吹
かれながら、眼下に広がる下界の眺めに感動していました。
　池の平駐車場に下山したあとは思い思いに池の平湿原を
散策。よい天候にも恵まれ、参加者は大自然を満喫してい
ました。
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▼
東
御
市
長
旗
わ
ん
ぱ
く
少
年
野
球
大
会
が
行
わ
れ
た
７

月　

日
は
梅
雨
明
け
発
表
が
あ
り
、
猛
暑
と
な
り
ま
し
た

１８
▼
選
手
の
小
学
生
た
ち
を
見
て
、
私
も
ス
ポ
ー
ツ
に
打
ち

込
ん
だ
昔
の
こ
と
を
懐
か
し
く
思
い
、
一
方
で
市
民
登
山

取
材
の
筋
肉
痛
に
悩
み
、
強
い
日
差
し
に
負
け
そ
う
な
今

の
自
分
を
嘆
か
わ
し
く
思
い
ま
し
た
▼
印
象
に
残
っ
た
の

は
、
暑
さ
を
は
ね
の
け
る
選

手
た
ち
の
真
剣
な
ま
な
ざ
し
。

試
合
中
だ
け
で
な
く
、
応
援

し
て
い
る
と
き
や
、
試
合
後

に
ス
タ
ン
ド
に
向
か
っ
て
礼

を
す
る
と
き
の
そ
の
輝
き
に

は
感
動
し
ま
し
た
▼
こ
の
選

手
た
ち
と
、
選
手
に
重
ね
て

懐
か
し
ん
だ
昔
の
自
分
か
ら

も
激
励
さ
れ
た
よ
う
な
気
が

し
ま
し
た
。

　
　
　

（
市
報
担
当　

久
保
）

編
集
後
記

●梅野記念絵画館・ふれあい館　●℡61－6161　●開館時間：火～日曜日9:30～17:00

世帯数
11,072世帯（＋１４）

総人口
32,114人（＋７）
男 15,783 人 （－３）
女 16,331人 （＋ １０）

（７月１日現在）

人の動き

転入101人（＋１３)
転出   95人（－1４)
出 生   18人 （－３ ）
死 亡   18人（－９）
 ※カッコは６月対比

　

北
御
牧
地
区
の
「
勘
六
山
」
で
晩
年
を
過
ご
さ
れ
た

文
豪
水
上
勉
先
生
が
、
自
ら
漉（
す
）か
れ
た
竹
紙
に
描

い
た
絵
を
展
示
し
た
追
悼
展
を
当
館
で
開
催
中
で
す
。

今
回
は
、「
北
御
牧
勘
六
山
一
景
」
と
題
さ
れ
た
絵
と
そ

の
絵
に
つ
け
ら
れ
た
エ
ッ
セ
イ
を
紹
介
し
ま
す
。

　

く
わ
し
く
は
、
長
野
県
北
佐
久
郡
北
御
牧
村
字
下
八

重
原
勘
六
山
と
い
う
の
で
あ
る
。

　

む
か
し
勘
六
と
い
う
人
が
住
ん
で
い
た
そ
う
だ
。
そ

れ
で
、
こ
の
名
前
の
由
来
が
あ
る
。

　

私
は
こ
ん
ど
、
夏
の
家
を
軽
井
沢
か
ら
移
し
て
、
こ

こ
に
住
む
こ
と
に
し
た
。

　

軽
井
沢
は
、
霧
が
深
い
。
医
者
の
説
に
よ
る
と
海
抜

千
二
百
米
以
上
の
霧
に
ま
か
れ
る
夏
の
く
ら
し
は
、
心

臓
病
患
者
に
は
、
む
か
な
い
そ
う
だ
。

　

そ
う
い
わ
れ
て
、
こ
こ
へ
き
た
の
だ
が
、
山
は
小
高

い
御
陵
の
よ
う
な
赤
松
林
で
あ
る
。
中
腹
に
小
舎
を
建

て
た
の
で
あ
る
。
二
階
へ
あ
が
る
と
、
南
に
蓼
科
、
正

面
に
霧
ヶ
峰
、
西
に
北
ア
ル
プ
ス
、
う
し
ろ
に
浅
間
山

が
み
え
る
。
四
つ
の
名
山
を
ふ
と
こ
ろ
に
入
れ
た
よ
う

な
朝
夕
だ
け
れ
ど
、
べ
つ
に
英
雄
で
も
な
い
か
ら
、
こ

の
名
山
の
遠
望
に
そ
う
満
足
も
し
な
い
。
た
だ
、
ぽ
か

ん
と
し
て
晴
れ
た
り
、
く
も
っ
た
り
す
る
山
の
相
の
変

容
を
眺
め
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

こ
こ
も
山
の
な
か
な
の
で
、
右
手
は
松
と
桜
の
大
木
。

左
手
は
、
真
竹
の
藪
だ
。
樹
相
が
気
に
い
っ
て
、
そ
っ

ち
の
方
へ
画
筆
が
走
る
。
し
た
が
っ
て
遠
山
の
う
つ
く

し
さ
は
、
つ
け
足
し
に
な
る
。

　

山
に
わ
る
い
け
れ
ど
、
い
ず
れ
は
、
大
勢
の
人
々
が

シ
ャ
ッ
タ
ー
を
押
し
て
、
カ
メ
ラ
に
つ
め
こ
ん
で
帰
る

は
ず
だ
か
ら
、
私
は
敬
遠
す
る
の
だ
。
足
も
と
の
竹
林

の
ま
に
の
ぞ
く
ア
ル
プ
ス
の
顔
の
う
つ
り
か
わ
り
が
い

い
。
そ
れ
は
、
月
夜
で
も
あ
れ
ば
、
ま
こ
と
に
絶
景
だ
。

も
う
す
ぐ
望
月
が
く
る
。
ス
ケ
ッ
チ
が
楽
し
み
で
あ
る
。

　

今
回
の
展
覧
会
は
こ
の
「
折
々
の
散
歩
道
」
画
文
の

中
か
ら　

点
と
天
安
門
事
件
の
画
文　

点
を
メ
イ
ン
と

３４

１４

し
て
、
水
上
先
生
と
共
に
仕
事
を
支
え
ら
れ
た
仲
間
の

方
々
の
作
品
も
あ
わ
せ
展
示
し
て
い
ま
す
。

　

９
月　

日
（
日
）
ま
で
開
催
し
て
い
ま
す
の
で
お
見

２５

逃
し
の
な
い
よ
う
、
ご
来
館
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

（
文
・
梅
野
隆
館
長
）

そ
の　
１６

「
北
御
牧
勘
六
山
一
景
」　
　
 
水  
上 　

み
ず 
か
み

 
勉 
つ
と
む

北御牧勘六山一景　竹紙水墨　29.0×46.5　

　７月９日、梅野記念絵画館・ふれあ

い館で水上勉先生追悼コンサート・講

演が開催されました。ピアニストの上

原ひろ子さんのコンサートに続き、画

家、作家の 司 
つかさ

 修 さんが「雁の寺の真実」
おさむ

と題して講演をしました。約１００人の参

加者は魅力的なピアノの音を聞き、水

上勉の世界に思いを巡らせていました。


